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岡
山
県
に
お
け
る
宮
座
の
変
質
と
展
開

崔 

杉
昌

﹇
論
文
要
旨
﹈

は
じ
め
に

❶
高
瀬
の
概
観

❷
氷
室
神
社
の
宮
座
と
儀
礼

❸
亀
尾
神
社
の
宮
座
と
儀
礼

お
わ
り
に

本
稿
は
、
新
見
庄
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
岡
山
県
神
郷
町
高
瀬
（
現
新
見
市
高
瀬
）
に
お
け
る

宮
座
の
変
質
お
よ
び
再
編
に
つ
い
て
民
俗
学
的
観
点
か
ら
考
察
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

岡
山
県
を
は
じ
め
、
中
国
地
方
に
は
中
世
に
端
を
発
す
る
と
さ
れ
る
「
名
」
を
構
成
単
位
と
し
た

祭
祀
組
織
が
発
達
し
、
今
日
の
地
域
祭
祀
に
も
そ
の
面
影
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

高
瀬
の
氷
室
神
社
と
亀
尾
神
社
に
は
、現
在
も
「
み
や
ざ
」
と
呼
ば
れ
る
祭
祀
組
織
の
中
に
「
名
」

の
名
称
が
使
わ
れ
て
お
り
、「
名
」
が
祭
祀
権
を
示
す
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
氏
子
と
い
っ
て
も
宮

座
の
成
員
で
あ
る「
名
頭
」と
非
成
員
で
あ
る「
寄
子
」の
役
割
分
担
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、「
名
頭
」

の
資
格
と
地
位
は
「
名
」
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。「
名
」
を
持
つ
こ
と
は

地
域
に
お
い
て
社
会
的
地
位
を
誇
示
す
る
手
段
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
氷
室
神
社
は
六
「
名
」、

亀
尾
神
社
は
一
〇
「
名
」
と
制
限
さ
れ
、
名
を
継
承
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
み
に
「
当
屋
」
の
資
格

と
祭
祀
権
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
村
社
と
し
て
機
能
し
、
高
瀬
中
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
氷
室
神
社
は
、
終
戦
後
、
仲

村
と
長
久
の
両
部
落
以
外
は
氏
子
を
脱
退
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
両
部
落
以
外
か
ら
出
席
し
た

名
頭
も
次
第
に
辞
め
て
し
ま
う
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
影
響
を
う
け
、
氷
室
神
社
の
宮
座
六
「
名
」

の
う
ち
、
一
部
は
両
部
落
が
部
落
持
ち
の
名
と
し
て
受
け
継
ぐ
形
で
再
編
さ
れ
る
。
一
〇
「
名
」
か

ら
な
る
亀
尾
神
社
も
同
様
の
過
程
を
踏
み
、
現
在
三
部
落
で
宮
座
を
構
成
し
て
い
る
が
、
一
「
名
」

を
除
い
て
は
他
の
部
落
か
ら
手
放
さ
れ
た
「
名
」
は
個
人
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
体
制
も
過
疎
と
高
齢
化
に
追
討
ち
さ
れ
る
形
で
、
宮
座
の
存
廃
が
取
り
沙
汰

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
氷
室
神
社
の
場
合
、
近
年
個
人
（
家
）
持
ち
の
「
名
」
を

廃
止
し
、
六
「
名
」
を
長
久
と
仲
村
の
両
部
落
で
三
「
名
」
ず
つ
分
け
合
い
、
交
互
に
当
屋
を
務
め

る
こ
と
に
合
意
し
た
。
こ
の
再
編
に
よ
っ
て
、
宮
座
の
廃
止
は
免
れ
た
も
の
の
、
今
後
の
地
域
社
会

の
変
貌
と
と
も
に
「
名
」
を
根
幹
と
す
る
祭
祀
構
造
の
脆
さ
と
歪
み
、
そ
の
変
容
の
可
能
性
は
十
分

残
さ
れ
て
い
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
宮
座
、
名
、
名
頭
、
寄
子
、
当
屋
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は
じ
め
に

岡
山
県
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
地
方
に
は
、
歴
史
的
に
荘
園
に
由
来
す
る
と
考
え

ら
れ
る
「
名
」
と
、そ
れ
を
構
成
単
位
と
す
る
祭
祀
組
織
が
多
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
肥
後
和
男
氏
ら
が
美
作
地
方
の
宮
座
を
調
査
し
、
そ
の
基
本
的
な
特
質
と
し

て
「
名
主
座
」
に
言
及
し
、
年
齢
的
要
素
を
宮
座
の
条
件
の
一
つ
と
す
る
近
畿
地
方

の
祭
祀
組
織
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

肥
後
氏
の
規
定
に
よ
る
名
主
座
は
「
名
主
が
名
を
代
表
し
て
、
神
社
の
座
に
列
す

る
」
も
の
で
あ
る
）
1
（

。
つ
ま
り
名
主
座
は
、「
名
」
を
祭
祀
組
織
の
基
本
単
位
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
名
主
た
ち
は
当
屋
を
つ
と
め
、
祭
祀
儀
礼
に
お
い
て
は
主
導
的
に
神

事
を
行
う
。
寄
子
た
ち
は
祭
祀
の
た
め
の
準
備
、
祭
祀
に
お
け
る
補
佐
、
後
片
付
け

な
ど
精
を
出
し
て
当
屋
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。
名
主
座
の
祭
り
は
名
の
代
表
者

で
あ
る
名
主
（
名
頭
）
と
、
そ
の
名
に
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
作
人
（
寄
子
）
た

ち
の
結
合
に
よ
る
祭
り
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
高
瀬
の
名
主
座
は
、
こ
う
し
た
名
主
と
寄
子
の
結
合
関
係
が

克
明
に
現
れ
る
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
地
域
は
、
歴
史
的
に
は
新
見
庄
の
域

内
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
中
世
の
遺
制
と
も
い
え
る
名
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
せ
い
か
歴
史
学
的
に
は
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
民
俗
学
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
地
域
で
も
あ
る
。
同
地
域
の
神
社
祭
祀
に
つ
い
て
は
平
山
正
道
の
報
告

（
一
九
七
一
）
2
（

）、『
新
郷
・
美
甘
の
民
俗
』（
一
九
七
三
）
3
（

）、
そ
し
て
『
新
見
庄
）
4
（

』
の
中

に
若
干
の
報
告
が
見
ら
れ
る
が
、
民
俗
誌
的
調
査
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
一
九
八
六
年
か
ら
氷
室
神
社
の
宮
座
の
調
査
、
そ
の
後
の
亀
尾
神
社
の
調
査

に
取
り
掛
か
り
、
そ
の
調
査
成
果
の
一
部
を
報
告
し
た
（
一
九
九
二
）
5
（

）。
そ
の
後
、

一
二
年
ぶ
り
に
同
地
を
訪
れ
る
機
会
を
得
、
一
九
九
二
年
以
降
の
変
化
を
追
い
な
が

ら
調
査
を
進
め
て
き
）
6
（

た
。

「
名
主
座
」
と
い
う
祭
祀
形
態
は
、
村
落
と
荘
園
制
と
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
る

た
め
、
当
然
な
が
ら
歴
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
本
稿
で
は

民
俗
資
料
と
し
て
名
主
座
を
と
り
あ
げ
、
現
在
の
地
域
社
会
と
祭
祀
組
織
と
の
か
か

わ
り
を
時
代
と
社
会
的
な
変
化
の
過
程
か
ら
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
高
瀬
の

民
俗
世
界
を
描
い
て
い
く
中
で
、
最
近
宮
座
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
が
、

村
落
内
部
に
お
い
て
の
葛
藤
や
利
害
関
係
に
よ
っ
て
著
し
い
変
化
の
様
子
を
呈
し
て

い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
追
究
し
な
が
ら
、
今
日

の
民
俗
社
会
の
中
で
の
地
域
祭
祀
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
ひ
い
て
は

従
来
の
宮
座
研
究
の
中
核
と
さ
れ
て
き
た
畿
内
の
宮
座
研
究
の
視
座
か
ら
、
地
域
的

多
様
性
と
一
概
で
な
い
宮
座
の
有
り
様
を
提
示
す
る
こ
と
に
本
研
究
の
意
義
を
求
め

た
い
。

❶
高
瀬
の
概
観

本
稿
の
事
例
村
で
あ
る
神
郷
町
高
瀬
は
、
二
〇
〇
四
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、

現
在
は
新
見
市
神
郷
高
瀬
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
の
記
述
は
旧
神
郷
町
大
字
高
瀬

を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

旧
神
郷
町
）
7
（

は
岡
山
県
西
北
に
位
置
し
、
西
は
広
島
県
、
北
は
鳥
取
県
に
隣
接
し
て

い
る
。
岡
山
市
か
ら
は
八
一
、五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
新
見
市
か
ら
町
ま
で
は
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
町
の
東
部
を
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
が
南
北
に
、
南
部
を
Ｊ
Ｒ
芸

備
線
が
南
北
に
走
り
、
そ
れ
と
平
行
し
て
国
道
一
八
二
号
線
と
中
国
自
動
車
道
が

通
っ
て
い
る
。
電
車
を
利
用
し
て
高
瀬
に
入
る
に
は
、
伯
備
線
の
新
郷
駅
に
降
り
立

つ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
駅
は
無
人
駅
で
あ
る
。
駅
か
ら
は
町
営
（
現
在
は
市
営
）

バ
ス
を
利
用
し
、
高
瀬
に
入
る
。

旧
神
郷
町
に
四
つ
の
大
字
が
あ
る
。
即
ち
、
高
瀬
、
釜
村
、
湯
野
、
下
神
代
が
そ

れ
で
あ
る
。
戦
後
以
来
人
口
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
し
か
も
高
齢
化
の
現
象
は

深
刻
で
あ
る
。
現
在
（
二
〇
〇
四
年
）、
町
の
人
口
は
二
五
七
五
名
で
あ
る
。
こ
れ

は
一
〇
年
前
と
比
べ
る
と
四
〇
〇
名
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。
大
字
高
瀬
の
人
口
は
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五
〇
五
名
、
一
六
九
世
帯
で
あ
る
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
平
均
八
五
％

に
も
達
し
て
い
る
。

標
高
四
〇
〇
ｍ
か
ら
一
〇
〇
〇
ｍ
の
山
間
地
帯
に
あ
る
神
郷
町
は
、
か
つ
て
は
町

の
九
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
山
林
に
関
わ
る
仕
事
や
肉
牛
飼
育
、
わ
ず
か
の
平
坦

地
に
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
に
依
存
す
る
生
業
形
態
を
帯
び
て
い
た
が
、
現
在
は

専
業
農
家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
車
で
四
〇
分
距
離
に
あ
る
新
見
を
中
心
と
す
る

町
で
の
給
与
生
活
ま
た
は
年
金
生
活
を
す
る
人
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

町
の
最
北
端
に
あ
た
る
高
瀬
は
、
伯
備
線
新
郷
駅
の
西
の
方
に
位
置
し
、
木
谷
、

大
原
、
仲
村
、
長
久
、
上
梅
田
、
下
梅
田
、
柳
原
、
野
、
新
田
、
野
原
、
野
原
鷲
尾

の
一
一
の
字
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
字
は
従
来
、地
域
社
会
で
「
○
○
部
落
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
町
の
施
策
で
「
○
○
地
区
）
8
（

」
と
呼
び
合
う

こ
と
に
し
て
い
る
。

各
部
落
は
高
瀬
川
流
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
散
在
し
、
一
四
〜
二
二
戸
の
集

落
を
形
成
し
て
い
る
。
行
政
的
に
は
大
字
高
瀬
と
し
て
機
能
を
し
て
い
る
が
、
高
瀬

地
区
の
中
の
各
部
落
ご
と
に
生
活
・
生
産
の
単
位
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

高
瀬
の
中
心
に
あ
た
る
仲
村
部
落
に
は
曹
洞
宗
の
高
林
寺
が
あ
り
、
油
野
の
金
蔵

寺
を
本
山
と
し
て
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
開
山
さ
れ
た
、
高
瀬
唯
一
の
檀
家

寺
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
高
瀬
小
学
校
の
道
を
渡
っ
た
所
に
あ
る
石

造
薬
師
三
尊
像
（
県
指
定
重
要
文
化
財
）
も
、
高
林
寺
の
主
催
で
六
月
第
三
日
曜
日

に
大
祭
が
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、長
久
部
落
に
あ
る
秋
葉
神
社
は
「
勝
負
の
神
様
」

と
呼
ば
れ
、
氷
室
神
社
の
祭
り
を
終
え
た
翌
日
、
長
久
住
民
の
参
加
に
よ
っ
て
祭
り

が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
宣
上
社
は
長
久
・
梅
田
・
柳
原
の
三
部
落
共
同
で
祀
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
瀬
に
は
大
小
の
祭
り
が
部
落
単
独
で
、
ま
た
は
部
落
連
合
で

行
わ
れ
て
い
る
。

高
瀬
の
神
社
祭
祀
の
中
で
名
主
座
に
よ
る
宮
座
の
儀
礼
が
見
ら
れ
る
の
は
仲
村
部

落
の
氷
室
神
社
、
上
梅
田
部
落
の
亀
尾
神
社
で
あ
り
、
毎
年
秋
に
は
歴
史
性
豊
か
な

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
祭
祀
と
関
連
し
た
「
名
」「
名
頭
」「
宮
座
」

と
い
う
言
葉
が
、
フ
ォ
ー
ク
タ
ー
ム
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
地
元
で
「
宮

座
」
と
い
う
言
葉
が
い
つ
頃
か
ら
一
般
化
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
祭
祀
の
儀
礼
の
中
で
「
宮
座
」
と
い
う
言
葉
が
直
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
亀
尾
神
社
に
伝
わ
る
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
「
氏
神
十
二
社
権
現
様
御
祭

儀
式
定
帳
」
の
中
か
ら
も
、「
神
前
宮
座
」
と
い
う
言
葉
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
氷
室
神
社
と
亀
尾
神
社
の
宮
座
の
組
織
と
儀
礼
を
中
心
に
見
て
み
よ
う
。

❷
氷
室
神
社
の
宮
座
と
儀
礼

氷
室
神
社
は
一
九
五
五
年
ま
で
、旧
高
瀬
村
の
村
社
と
し
て
機
能
し
て
い
た
た
め
、

高
瀬
中
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
。　

祭
神
は
、
久く
く久

紀き
若わか
む
ろ室

葛つな
根ね
命みこ
とで

、
相
殿
に
仁
徳
天
皇
を
祭
っ
て
い
る
。
氷
室

神
社
に
は
文
献
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
）
9
（

、
も
と
氷
室
の
守
護
神
と
し
て
前
神
を
約

二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
同
町
の
三
室
か
ら
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
氷

室
と
い
う
神
社
名
は
文
字
通
り
に
「
氷
」
と
関
係
が
深
い
ら
し
く
、『
神
郷
町
史
』

に
よ
る
と
、「
高
瀬
に
二
カ
所
の
氷
室
が
設
け
ら
れ
、
蓄
え
て
い
た
氷
は
、
六
月
朔

日
の
氷
の
節
会
が
近
づ
く
と
、
高
瀬
や
三
室
の
人
が
総
社
の
国
府
ま
で
、
半
里
お
き

ぐ
ら
い
に
人
員
を
配
し
、そ
の
日
の
朝
方
国
府
に
着
く
よ
う
に
リ
レ
ー
で
、氷
を
も
っ

て
夜
に
日
を
つ
い
で
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
年
中
行
事
は
、

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
中
期
頃
ま
で
の
こ
と
の
よ
う
で
、
し
た
が
っ
て
氷
室
神

社
の
勧
請
さ
れ
た
の
は
平
安
初
期
ご
ろ
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
）
10
（

」
と
推
察
し
て
い

る
。氷

室
神
社
の
氏
子
た
ち
に
よ
る
と
、
隣
接
の
亀
尾
神
社
よ
り
「
格
」
が
高
い
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
氷
室
が
か
つ
て
村
社
で
あ
っ
た
事
実
を
表
す
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
外
に
は
根
拠
と
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
両
神
社
は
現
在
そ
れ
ぞ
れ
独

立
の
神
社
と
し
て
、
別
途
の
氏
子
組
織
を
持
つ
。

で
は
、
こ
こ
で
は
氷
室
神
社
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
、
今
日
の
現
状
を
踏
ま
え
な
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が
ら
変
化
の
過
程
を
見
て
み
た
い
。

ま
ず
、
氷
室
神
社
の
祭
祀
組
織
は｢

当
屋｣

と
「
三
人
宮
座
」、
そ
し
て｢

寄
子｣

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
1
）宮
座
の
構
成

氷
室
神
社
の
宮
座
を
構
成
す
る
の
は
６
つ
の
名
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
の
代
表

者
を
「
名
頭
」
と
呼
ん
で
い
る
。
神
事
に
お
い
て
六
名
み
ょ
うの

名
頭
が
座
る
位
置
を
本
座

と
い
う
。本
座
は
拝
殿
か
ら
見
て
左
側
に
┓
の
形
で
左
座
と
右
座
に
分
か
れ
て
い
る
。

左
座
・
・
・
長
久
名　

・　

中
原
名　

・　

源
入
名

右
座
・
・
・
栗
尾
名　

・　

秋
末
名　

・　

宗
重
名

　
　こ

の
六
つ
の
名
の
な
か
で
、
長
久
・
秋
末
・
宗
重
の
三
名
は
一
二
七
一
（
文
永
八
）

年
の
「
備
中
国
新
見
庄
領
家
御
方
正
検
畠
取
帳
」
に
そ
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
、ま
た
一
四
六
一
（
寛
正
二
）
年
の
「
領
家
方
百
姓
連
判
起
請
文
」
に
は
「
け
ん
入
、

な
が
ひ
さ
、
あ
き
す
え
、
む
ね
し
げ
、
さ
た
す
へ
、
中
は
ら
」
の
六
名
が
見
え
て
お

り
、
現
在
の
名
座
の
う
ち
、
五
名
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
栗
尾
名
だ
け
が
見
い
だ
せ

な
い
が
、
そ
れ
は
「
さ
た
す
え
」
の
後
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

の
氷
室
神
社
の
祭
祀
組
織
は
、
寛
正
年
中
を
大
し
て
く
だ
ら
な
い
頃
に
成
立
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。

ま
た
、
左
座
の
長
久
名
を
「
左
横
座
」、
右
座
の
栗
尾
名
を
「
右
横
座
」
と
称
し
、

と
く
に
六
名
の
中
で
長
久
名
の
名
頭
を｢

座
頭｣

と
呼
ん
で
い
る
。
座
頭
（
大
原

家）
12
（

）に
つ
い
て
は
古
く
か
ら「
七なな
ど度

半はん
」と
い
う
仕
来
り
が
今
も
伝
わ
っ
て
い
る
。「
七

度
半
」
と
は
、
祭
典
の
準
備
を
終
え
た
「
寄
子
」
の
使
い
が
座
頭
の
家
ま
で
七
回
迎

え
に
来
て
、
最
後
の
一
回
は
家
が
見
え
る
所
ま
で
来
て
、「
お
祭
り
の
準
備
が
で
き

ま
し
た
か
ら
お
参
り
下
さ
い
」
と
大
声
で
叫
ぶ
。
こ
れ
が
「
半
」
に
当
た
る
と
い
わ

れ
る
。
七
度
半
を
済
ま
さ
ず
に
は
座
頭
が
動
い
て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま

た
、
一
時
は
一
度
に
７
人
が
来
て
一
人
ず
つ
家
の
外
を
出
た
り
入
っ
た
り
し
た
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
今
は
い
っ
そ
う
簡
素
化
さ
れ
、
一
回
目
で
座
頭
が
済
ま
す
の
が
常

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
座
頭
の
権
威
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

を
象
徴
的
に
表
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
実
際
に
祭
り
に
お
い
て
は
神
事
の
音

頭
は
長
久
名
に
よ
っ
て
取
ら
れ
る
の
で
、
当
然
長
久
名
の
出
席
な
し
に
は
神
事
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
長
久
名
の
大
原
家
に
よ
る
と
、
家
に
ホ
ウ
ノ
ウ
キ
ザ
コ
と

い
う
地
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
木
で
氷
室
神
社
の
御
神
体
を
拵
え
た
と
い
う
）
13
（

。
大
原

家
が
い
つ
こ
ろ
か
ら
名
頭
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
五

〜
六
〇
〇
年
前
に
こ
の
地
に
定
住
し
て
い
た
ら
し
く
、
代
々
名
頭
を
つ
と
め
て
き
た

と
さ
れ
て
い
る
。
家
の
歴
史
や
現
在
の
祭
祀
に
お
け
る
地
位
を
考
え
る
と
か
な
り
古

く
か
ら
氷
室
神
社
と
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。

当
屋
を
構
成
す
る
名
頭
の
資
格
は
、
名
を
持
つ
特
定
の
家
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
、

な
お
か
つ
世
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
座
の
権
利
は
個
人
に
優

先
し
、
家
に
付
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
名
頭
の
地
位
を
維
持
し
て
く
れ
る

名
株
は　

名
頭
の
屋
敷
及
び
田
畠
と
い
っ
た
土
地
に
付
随
し
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
座
の
権
利
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
名
株

を
獲
得
す
れ
ば
自
動
的
に
入
座
の
資
格
も
得
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
名
株
が
主
に
土

地
（
屋
敷
及
び
田
畠
）
を
さ
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
土
地
は
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
家
の

事
情
に
よ
っ
て
転
売
さ
れ
る
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
転
売
と
と
も

に
脱
座
と
入
座
も
行
わ
れ
る
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
名
株
の
分
配
の
仕
方
に
よ
っ
て
は｢

丸
名｣

と
「
半
名
」
と
い
う
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
発
生
す
る
。
名
を
一
軒
の
家
が
独
自
に
所
有
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
を

「
丸
名
」と
い
い
、複
数
の
家
が
一
つ
の
名
を
共
有
し
て
い
る
と「
半
名
」と
い
う
。〈
表

１
〉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
前
半
に
は
こ
の
よ
う
な
様

子
が
克
明
に
見
ら
れ
、
名
頭
の
な
か
で
丸
名
は
栗
尾
名
だ
け
で
あ
っ
て
、
あ
と
は
全

部
半
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、
土
地
の
一
部
だ
け
が
転
売

さ
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
丸
名
と
半
名
の
違
い
は
神
事
に
お
い
て
も
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そ
の
ま
ま
表
出
さ
れ
、
丸
名
の
名
頭
は
決
め
ら
れ
た
座
に
一
人
で
御
膳
を
使
っ
て
い

た
が
、
半
名
は
二
〜
三
人
で
一
座
し
、
ひ
と
つ
の
御
膳
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
。
丸

名
か
半
名
か
に
よ
っ
て
名
そ
の
も
の
に
対
す
る
序
列
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
が
、
一

つ
の
御
膳
を
共
有
す
る
こ
と
は
窮
屈
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
当

時
と
し
て
は
名
頭
の
社
会
的
地
位
や
権
限
は
他
に
変
え
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
う
し
た
座
の
構
成
員
に
大
き
い
変
化
が
現
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
名
頭
が
相
次
い
で
名
の
権
利
を
手
放
す
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
を
表
し
た
の
が
、〈
表
２
〉
の
変
化
で
あ
る
。
一
九
六
二
（
昭
和

三
七
）
年
に
仲
村
部
落
と
長
久
部
落
の
話
し
合
い
が
設
け
ら
れ
、
栗
尾
名
・
中
原
名

は
仲
村
部
落
に
、
源
入
名
・
宗
重
名
は
長
久
部
落
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
う
ち
、
栗
尾
名
と
宗
重
名
は

名
を
引
き
継
ぐ
人
が
い
な
か
っ

た
の
で
部
落
受
け
の
名
に
な

り
、
祭
り
の
と
き
宗
重
名
は
長

久
部
落
の
部
落
長
が
、
栗
尾
名

は
仲
村
部
落
の
宮
総
代
が
「
名

頭
」
の
代
役
を
つ
と
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。　

結
局
、
一
九
六
二
年
当
時
、

長
久
名
と
秋
末
名
だ
け
が
半
名

と
し
て
残
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

秋
末
名
も
そ
の
後
、
当
事
者
の

話
し
合
い
で
長
谷
家
が
受
け
持

つ
こ
と
に
し
、
石
垣
家
は
従
来

の
中
原
名
だ
け
を
維
持
す
る
方

向
に
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ

う
し
て
み
る
と
、
半
名
と
し
て

名 名　頭 部　落 名　頭 部　落

長　久 　大原　幸太郎
　井田　正治 長　　　久 大　原

井　田 長　　久

栗　尾 　福嶋　多　 下　梅　田 部　落 仲　　村

中　原 　浅田　松雄
　石田　善昌

野～新　田
　　 石　垣 仲　　村

秋　末 　長谷　喜代蔵
　石垣　全一 仲　　　村 長　谷

（石　垣） 仲　　村

減　入 　長谷川　利一
　柴原　銀一 上　梅　田 長谷川 長　　久

宗　重
　西谷　新一
　長谷川　喜太郎
　上原　清重

木谷～大原 部　落 長　　久

表1　昭和30年代前半の名の分布 表2　昭和37年の名の分布

残
っ
て
い
る
の
は
長
久
名
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
座
頭
と
し
て
権
威
を
振
る
っ
て
い

た
長
久
名
だ
け
は
、
形
と
し
て
は
半
名
の
ま
ま
で
残
っ
た
。
半
名
は
共
同
で
御
膳
を

受
け
る
の
で
あ
る
と
先
に
述
べ
た
が
、
長
久
名
に
限
っ
て
は
実
際
の
場
合
、
そ
う
い

う
ケ
ー
ス
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
次
に
言
及
す
る
「
三
人
宮
座
」
の
シ
ス
テ
ム
が

あ
っ
て
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。

（
2
）三
人
宮
座　

本
座
と
は
別
途
に
神
殿
の
前
に
神
主
と
と
も
に
座
を
占
め
て
い
る
井
上
家
、
井
田

家
、
松
田
家
の
三
人
衆
を
こ
こ
で
は
便
宜
上｢

三
人
宮
座｣

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

な
ぜ
「
宮
座
」
と
い
う
名
称
が
つ
く
か
と
い
う
と
、
神
事
に
お
い
て
「
御
礼
行
事
」

の
と
き
、
本
座
か
ら
御
供
物
の
名
を
あ
げ
て
「
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」
と
確
認

す
る
。
す
る
と
、「
三
人
宮
座
」
よ
り
「
は
い
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
一
見
す
る

と
神
殿
前
の
一
段
高
い
場
所
に
座
り
、
本
座
よ
り
位
が
高
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
三
人
宮
座
は
井
田
家
を
除
い
て
は
名
頭
と
は
い
わ
な
い
。
前
記
の
長
久
名
は
井

田
家
と
大
原
家
が
名
株
を
半
分
ず
つ
持
っ
て
い
る
が
、
井
田
家
は
本
座
に
座
る
こ
と

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
大
原
家
は
い
わ
ゆ
る
半
名
で
あ
り
な
が
ら
常
に
丸
名
と
同
様

の
扱
い
で
あ
っ
た
。
大
原
家
と
井
田
家
は
同
じ
長
久
部
落
で
、
家
同
士
も
田
圃
を
挟

ん
で
向
か
い
合
う
よ
う
な
形
で
隔
た
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
今
の
井
田
氏
の
先
祖
が

す
で
に
「
三
人
宮
座
」
の
地
位
に
あ
っ
た
時
に
長
久
名
の
土
地
の
一
部
を
手
に
し
て

名
頭
の
資
格
も
獲
得
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
座
る
場
所
だ
け
従
来

通
り
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
名
頭
と
い
う
立
場
は
変
わ

り
な
く
、
表
3
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
名
頭
で
な
い
と
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
当

屋
を
担
っ
て
い
る
。
当
屋
も
大
原
家
と
交
互
に
つ
と
め
る
た
め
、
一
二
年
ご
と
に
迎

え
る
。
井
田
氏
を
除
く
三
人
宮
座
の
他
の
メ
ン
バ
ー
は
名
頭
で
は
な
い
た
め
、
名
株

を
持
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
資
格
は
名
頭
と
同
じ
く
屋
敷
に
つ
い
て
い
て
、
そ
の
家

の
者
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
人
宮
座
の
主
な
役
割
は
、
本
座
の

名
頭
と
神
と
の
中
継
ぎ
役
を
つ
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
御
礼
」
行
事
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が
終
了
す
る
と
、
三
人
宮
座
の
役
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
中
に
は
ひ
と
足

早
く
帰
っ
て
し
ま
う
者
も
い
る
。
亀
雄
神
社
で
は
「
神
前
宮
座
」
が
そ
れ
に
あ
た
る

が
、
そ
こ
に
は
神
主
と
給
仕
人
一
人
が
席
を
占
め
て
い
る
）
14
（

。
新
見
庄
内
の
宮
座
を
持

つ
他
の
地
域
で
は
「
三
人
宮
座
」
に
該
当
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。　

（
3
）当
屋
と
寄
子

当
屋
は
神
社
の
祭
り
に
際
し
て
寄
子
を
率
い
て
神
事
の
準
備
を
司
る
人
、
ま
た
は

そ
の
家
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
寄
子
は
当
屋
に
対
し
て
労
働
力
を
提
供
す
る
。
供
え

物
の
準
備
の
ほ
か
、
餅
つ
き
、
注
連
縄
作
り
、
宮
掃
除
・
給
仕
役
・
輿
守
役
・
祭
り

の
後
始
末
な
ど
を
担
当
す
る
。

祭
り
は
当
屋
と
寄
子
の
結
合
関
係

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
名
頭
と
寄
子

と
は
経
済
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
か
つ

て
は
名
頭
の
法
事
に
寄
子
が
参
加
す

る
の
が
慣
行
と
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
し
か
し
現
在
の
社
会
慣
行
の
中

で
は
名
頭
と
寄
子
の
結
合
関
係
は
見

ら
れ
ず
、
祭
り
以
外
に
お
い
て
も
名

頭
で
あ
る
ゆ
え
に
特
別
の
待
遇
は
認

め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
部
落
の
役

と
し
て
の
宮
総
代
は
除
外
さ
れ
る
と

い
う
。

氷
室
神
社
の
当
屋
は
表
3
の
よ
う

に
六
つ
の
名
が
順
番
を
決
め
て
お

り
、
前
述
の
よ
う
に
丸
名
は
七
年
目

に
、
半
名
は
一
三
年
目
に
当
屋
の
順

が
回
っ
て
く
る
。

当
屋
は
順
番
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
神
事
の
と
き
行
わ
れ
る
当
屋
渡
し
に

よ
っ
て
正
式
に
当
屋
を
請
け
る
こ
と
に
な
る
。
当
屋
に
な
る
と
、
い
く
つ
か
の
禁
忌

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
他
人
の
家
の
葬
式
に
参
加
し
て
は
い
け
な
い

し
、
も
し
自
分
の
家
に
死
者
が
出
た
場
合
は
翌
年
の
当
屋
と
交
替
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
寄
子
の
場
合
も
忌
み
が
あ
っ
た
場
合
は
宮
に
参
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
に
入
っ
て
当
屋
と
名
頭
を
退
く
人
が
現

れ
、
宮
座
の
再
編
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

表
3
の
よ
う
に
秋
末
名
と
源
入
名
の
名
頭
か
ら
辞
退
し
て
し
ま
い
、
部
落
請
け
に

な
っ
た
。
ま
た
中
原
名
の
石
垣
氏
の
場
合
、
今
年
か
ら
名
頭
は
通
常
通
り
に
務
め
る

が
当
屋
は
一
切
請
け
な
い
と
宣
言
し
、
宮
座
に
出
席
し
た
。
し
か
し
、
名
頭
の
資
格

を
持
ち
な
が
ら
当
屋
を
受
け
持
た
な
い
こ
と
に
対
し
て
認
め
難
い
声
も
存
在
す
る
の

も
事
実
で
あ
り
、
今
後
議
論
を
巻
き
起
こ
す
可
能
性
も
残
し
て
い
る
。

氷
室
神
社
の
氏
子
は
現
在
仲
村
部
落
一
八
戸
、
長
久
部
落
二
二
戸
で
あ
る
。

当
屋
の
寄
子
と
し
て
祭
り
に
参
加
す
る
の
は
、
仲
村
部
落
は
一
八
戸
全
員
で
あ
る

が
、
長
久
部
落
で
は
上
組
と
下
組
に
分
け
て
寄
子
の
役
を
勤
め
る
。

寄
子
は
一
戸
一
人
と
決
ま
っ
て
い
る
が
、
男
性
が
出
ら
れ
な
い
と
き
は
女
性
で
も

出
席
可
能
で
あ
る
。

特
に
餅
つ
き
の
役
の
寄
子
は
両
親
が
健
在
の
夫
婦
が
選
ば
れ
て
い
る
。

（
4
）宮
座
の
儀
礼

中
世
農
民
の
暮
ら
し
が
、
儀
礼
の
中
で
厳
か
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
氷
室
神
社
の
祭

祀
儀
礼
は
昭
和
五
二
年
に
神
郷
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
同
神
社
の

「
秋
祭
り
」
は
、
氏
子
の
仲
村
部
落
と
長
久
部
落
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、「
氏
神
祭
り
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

本
節
で
は
、
第
2
節
で
明
ら
か
に
し
た
氷
室
神
社
の
祭
祀
組
織
が
、
地
域
祭
祀
に

お
い
て
は
実
際
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
、「
秋
祭
り
」
を
通
し

て
詳
細
を
報
告
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

名 部　落 寄　子 当　屋 平成 16 年度　当屋

長　久 長　久 上組　10 戸 大原・井田 大原・井田

秋　末 仲　村 仲村　18 戸 長　谷 部　落

源　入 長　久 下組　12 戸 長谷川 部　落

中　原 仲　村 仲村　18 戸 石　垣 石　垣※

宗　重 長　久 長久　22 戸 部落（長） 部落（長）

栗　尾 仲　村 中村　18 戸 部落（宮総代） 部落（宮総代）

表3　当屋と寄子の順番

※名頭の資格のみを持ち、当屋は部落に一任する。
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現
在
、
氷
室
神
社
の
秋
祭
り
は
新
暦
の
一
〇
月
一
九
日
に
行
わ
れ
る
。
終
戦
前
は

旧
の
一
〇
月
一
九
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
に
入
っ
て
月
遅
れ
の
新
の
一
一
月

一
九
日
に
変
更
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
山
地
の
奥
に
位
置
す
る
地
理
的
環
境
は
、

一
一
月
の
祭
り
の
時
期
に
な
る
と
真
冬
並
の
寒
さ
で
、
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
珍

し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
、
両
部
落
の
氏
子
た

ち
の
話
し
合
い
で
現
在
の
よ
う
に
、
祭
日
を
一
ヵ
月
早
め
て
新
の
一
〇
月
一
九
日
に

決
め
た
）
15
（

。

1　

当
屋
と
祭
り
の
準
備

祭
り
の
一
週
間
前
か
一
〇
日
前
に
宮
総
代
の
寄
合
を
開
く
。
以
前
は
総
代
長
の
家

で
集
ま
っ
た
が
、
最
近
は
公
民
館
で
開
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
寄
合
で
は
初
穂
料
の

金
額
や
当
屋
へ
の
補
助
金
の
決
定
、
神
主
を
迎
え
に
い
く
時
間
の
確
認
、
供
え
物
と

持
ち
寄
る
も
の
の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

一
〇
月
一
八
日
、
昼
過
ぎ
か
ら
寄
子
た
ち
が
当
屋
に
集
ま
る
）
16
（

。
寄
子
は
一
戸
一
人

ず
つ
で
、
主
に
男
性
が
中
心
で
あ
る
が
、
家
の
都
合
に
よ
っ
て
は
女
性
の
出
席
も
認

め
ら
れ
る
。

一
時
頃
に
な
る
と
、
当
屋
の
挨
拶
の
あ
と
、
当
屋
の
指
図
に
よ
っ
て
仕
事
が
分
担

さ
れ
る
。
ま
ず
、
餅
搗
き
か
ら
、
餅
や
芋
の
子
を
入
れ
る
「
サ
ン
ダ
ワ
ラ
」
と
「
ワ

ラ
ス
ボ
」
作
り
、
注
連
縄
作
り
が
当
屋
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
と
き
宮
総
代
が
初
穂
料
（
一
軒
三
千
円
）
を
集
め
る
。
出
席
の
寄
子
以
外
の

氏
子
た
ち
の
家
に
も
集
金
に
行
く
。

餅
搗
き
は
当
屋
の
家
で
行
う
が
、当
屋
が
部
落
に
な
っ
た
場
合
は
公
民
館
で
行
う
。

餅
を
搗
く
役
は
両
親
が
健
在
の
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。
餅
は
小
餅
で
、
白
餅
と
小
豆

餅
を
合
わ
せ
、
そ
の
数
は
一
年
の
日
数
で
あ
る
三
六
五
個
を
用
意
す
る
。
こ
の
餅
は

「
サ
ン
ダ
ワ
ラ
」
と
「
ワ
ラ
ス
ボ
」
と
呼
ば
れ
る
俵
に
入
れ
て
お
き
、
祭
り
の
当
日
、

当
屋
が
他
の
供
物
と
一
緒
に
神
社
へ
運
ぶ
。
当
屋
は
祭
り
の
当
日
ま
で
、
鯛
2
尾
、

白
米
、
玄
米
、
ミ
カ
ン
、
リ
ン
ゴ
、
イ
モ
、
大
豆
、
味
噌
、
塩
、
い
り
干
し
、
半
紙

等
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
連
縄
は
五
本
作
る
が
、
氷
室
神
社
の
鳥
居
と
本
殿
の
裏
に
あ
る
天
王
社
の
鳥
居

に
飾
る
太
く
て
大
き
め
の
シ
メ
を
二
本
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拝
殿
と
稲
荷
社
に
飾
る
シ

メ
三
本
を
作
る
。
特
に
鳥
居
に
飾
る
シ
メ
に
は
藁
の
「
フ
サ
」
が
つ
け
ら
れ
る
が
、

数
は
奇
数
が
喜
ば
れ
、
三
つ
ず
つ
注
連
縄
に
吊
る
さ
れ
る
。
ま
た
、「
神
事
場
」
に

立
て
る「
ヤ
シ
メ
」に
飾
る
八
本
の
注
連
縄（
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
）も
必
要
で
あ
る
。

三
時
ご
ろ
、
宮
総
代
の
一
人
が
神
主
を
自
宅
ま
で
迎
え
に
行
く
。
こ
の
際
、
寄
子

た
ち
は
当
屋
か
ら
神
社
へ
と
移
動
し
、
作
業
に
当
る
。
神
社
で
の
仕
事
は
、
境
内
の

掃
除
、
草
刈
り
、
拝
殿
の
掃
除
、
注
連
を
飾
る
こ
と
で
あ
る
。
注
連
は
神
主
が
神
社

に
着
き
、
注
連
の
子
を
切
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
飾
る
。
最
後
は
、
神
社
に
保
管
し
て

あ
っ
た
幟
を
立
て
る
。
ま
た
同
時
に
神
事
場
で
は
竹
に
八
本
の
シ
メ
を
つ
け
た
「
ヤ

シ
メ
」
も
立
て
る
）
17
（

。「
ヤ
シ
メ
」
は
鳥
居
の
左
横
の
道
路
沿
い
に
立
て
る
が
、
か
つ

て
神
田
が
あ
っ
た
と
き
は
神
田
に
立
て
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

以
上
、
神
社
で
の
準
備
が
終
了
す
る
と
、
寄
子
た
ち
は
再
び
当
屋
に
戻
る
。
当
屋

の
名
頭
が
寄
子
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、「
慰
労
会
」
を
催
す
。
こ
の
と
き
、
神
主
も
同

席
す
る
。
当
屋
の
家
は
「
ヤ
ド
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
祭
り
の
準
備
の
た
め

の
作
業
場
で
あ
り
、
祭
り
の
前
日
に
神
主
を
迎
え
、
宿
泊
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
で
も

あ
る
。
そ
の
た
め
、
神
主
は
「
慰
労
会
」
の
あ
と
も
当
屋
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
る
）
18
（

。

2　

秋
祭
り

ａ
「
湯
立
」と「
新
式
」

名
主
座
に
よ
る
儀
式
が
始
ま
る
の
は
午
後
か
ら
で
あ
る
。
午
前
中
は
宮
総
代
及
び

寄
子
た
ち
が
神
社
に
集
ま
り
、
当
日
の
式
典
の
支
度
を
す
る
。

当
屋
の
供
え
物
は
拝
殿
に
設
け
ら
れ
た
台
の
上
に
、右
か
ら
左
へ
果
物
（
リ
ン
ゴ
、

ミ
カ
ン
）、
大
根
（
二
つ
）、
鯛
（
二
尾
）、
餅
（
鏡
餅
二
対
）、
玄
米
、
白
米
の
順
に

並
べ
て
お
く
。

一
〇
頃
に
な
る
と
、本
殿
の
後
ろ
に
あ
る
天
王
社
の
前
で「
湯
立
」が
始
ま
る
。「
湯
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立
」
に
は
主
に
神
主
と
寄
子
が
参
加
し
、
行
わ
れ
る
。
ま
ず
、
炊
事
場
に
あ
っ
た
鉄

釜
を
天
王
社
の
前
に
運
び
、
焚
き
火
で
湯
を
沸
か
す
。
こ
の
と
き
、
塩
と
御
神
酒
も

用
意
す
る
。
湯
が
沸
い
て
く
る
と
、
神
主
は
祝
詞
を
唱
え
な
が
ら
笹
を
湯
に
浸
し
、

天
王
社
を
回
り
な
が
ら
清
め
る
。
そ
れ
か
ら
祝
詞
を
唱
え
な
が
ら
寄
子
た
ち
を
清
め

る
。
湯
立
に
使
っ
た
笹
は
付
近
の
枯
れ
木
に
納
め
て
お
く
。
そ
の
後
、
神
主
は
天
王

社
の
拝
殿
に
上
が
り
、
両
手
で
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
祝
詞
を
唱
え
る
。
そ
れ
が
終
わ

る
と
、
神
酒
が
配
ら
れ
、「
湯
立
」
の
行
事
は
終
了
す
る
。「
湯
立
」
の
行
事
に
使
っ

た
湯
は
炊
事
場
に
運
ば
れ
、
再
び
焚
き
火
で
沸
か
し
、
豆
腐
の
粕
と
い
り
干
し
と
塩

を
入
れ
、
粕
汁
を
作
る
。

午
後
に
入
っ
て
、各
名
頭
と
三
人
宮
座
が
羽
織
袴
に
烏
帽
子
と
い
う
姿
で
現
れ
る
。

一
方
、
寄
子
の
一
人
が
座
頭
の
長
久
名
の
大
原
家
に
迎
え
に
行
く
。
前
述
の
よ
う
に

「
七
度
半
」
の
仕
来
り
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
度
だ
け
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
。
座

頭
は
お
使
い
の
寄
子
の
挨
拶
を
受
け
る
と
、
酒
（
一
升
）
を
渡
し
て
答
礼
す
る
。
座

頭
の
出
席
を
も
っ
て
式
典
が
始
ま
る
の
は
昔
も
現
在
も
変
わ
ら
な
い
。

一
時
四
〇
分
頃
、
名
頭
と
三
人
宮
座
の
全
員
が
揃
う
と
、
ま
ず
「
新
式
」
の
式
典

が
行
わ
れ
る
。「
新
式
」
は
名
頭
、
寄
子
の
区
別
な
し
に
全
員
が
拝
殿
に
座
っ
て
行

う
。
ま
ず
、
供
物
を
神
殿
に
供
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
式
順
に
従
い
、
宮
総
代
と

両
部
落
長
は
拝
殿
に
並
べ
て
お
い
た
供
物
と
神
酒
を
リ
レ
ー
で
神
殿
に
運
ん
で
供
え

る
。
供
物
の
陳
列
が
終
わ
る
と
、
神
主
が
神
殿
に
上
が
り
、
祝
詞
を
唱
え
る
。

「
新
式
」
の
行
事
が
終
わ
る
と
、
直
ち
に
名
主
座
に
よ
る
「
古
式
」
の
祭
典
が
行

わ
れ
る
。

ｂ
古
式

「
ザ
ハ
リ
」

名
主
座
の
儀
式
は
「
古
式
」
と
し
て
行
う
。
ま
ず
、「
ザ
ハ
リ
」
か
ら
始
ま
る
。

名
頭
と
「
三
人
宮
座
」
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
座
に
着
席
す
る
。
座
席
は
名
ご
と

に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
神
殿
か
ら
み
て
真
正
面
に
座
る
の
が
神
主
と
「
三
人
宮
座
」

で
あ
る
。
そ
の
左
側
に
位
置
す
る
の
が
「
本
座
」
で
あ
っ
て
、
直
角
に
向
き
合
う
形

で
左
座
と
右
座
に
分
か
れ
て
座
る
。
す
な
わ
ち
、
左
座
に
は
長
久
名
・
中
原
名
・
源

入
名
、
右
座
に
は
栗
尾
名
・
秋
末
名
・
宗
重
名
が
座
る
。
二
人
の
寄
子
が
給
仕
役
を

務
め
、
各
名
頭
と
「
三
人
宮
座
」
の
前
に
お
碗
と
盃
を
載
せ
た
御
膳
を
一
つ
ず
つ
差

し
出
す
。
こ
れ
を
「
ザ
ハ
リ
」
と
い
う
。「
ザ
ハ
リ
」
が
終
わ
る
と
、
当
屋
が
用
意

し
た
餅
の
配
分
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
餅
は
「
御ごく
う
も
ち

供
餅
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
を
座
頭
の

長
久
名
が
持
参
し
た
目
録
に
基
づ
き
、
餅
の
配
分
を
行
う
。

餅
の
目
録
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
餅
の
目
録
か
ら
す
こ
し
説
明
を
加
え
る
と
、

「
本
殿
の
餅
」
と
は
、
神
主
と
「
三
人
宮
座
」
の
分
け
前
で
あ
り
、「
座
の
餅
並
び
に

茶
の
子
餅
」
と
は
名
頭
と
給
仕
人
の
寄
子
の
分
け
前
で
あ
る
。「
両
氏
子
雪
か
き
道

う
ち
」
と
は
、
旧
暦
で
祭
り
を
行
っ
た
と
き
、
雪
が
積
も
る
こ
と
が
多
く
、
仲
村
部

落
と
長
久
部
落
の
氏
子
た
ち
が
雪
か
き
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
分
け
前
で
あ
る
。

「
獅
子
こ
し
も
り
」
と
は
、
か
つ
て
寄
子
が
御
輿
を
出
す
と
き
、
獅
子
の
面
を
被
り
、

道
案
内
を
し
た
と
き
の
餅
で
あ
る
。
今
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
寄
子
た
ち
の
分
け
前

と
し
て
配
る
。「
な
り
さ
お
」
と
は
む
か
し
、神
社
に
灯
を
と
も
す
役
の
寄
子
に
配
っ

た
と
い
う
が
、
こ
れ
も
現
在
は
寄
子
の
分
け
前
と
し
て
配
る
。「
角
力
の
餅
」
は
、

奉
納
角
力
を
と
っ
た
寄
子
の

分
け
前
で
あ
る
。「
御
崎
の

餅
」
と
は
、
高
瀬
で
は
火
に

焼
け
て
死
ん
だ
人
を「
御
崎
」

と
い
い
、
そ
れ
を
祀
る
た
め

の
餅
で
あ
る
。　
　

餅
の
配
分
が
終
わ
る
と
、

直
ち
に
座
頭
が
「
こ
れ
よ
り

古
式
祭
典
行
事
を
は
じ
め
ま

す
」
と
音
頭
を
と
り
、
宮
座

の
儀
礼
に
入
る
。

 神　　殿

 Ａ　　神
 　　　主

 B　　C

　　左
　　　　　長　　　　中　　　　源

　　　　　久　　　　原　　　　入
　　　　　①　　　　③　　　　⑤
　右　　　
　　栗　　尾②
　　　　　　　　　　　　（寄子２人）　
　　秋　　末④　　

　　宗　　重⑥　　　　　　　［拝殿］

図1　古式の「ザハリ」

＊A.B.C は「三人宮座」
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「
御
供
物
行
事
）
19
（

」

ａ　
「
露
払
い
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」

と
座
頭
の
長
久
名
が
杯
を
持
ち
、
神
殿
に
向
か
っ
て
尋
ね
る
と
、
神
主
と
「
三
人

宮
座
」
が
「
は
い
」
と
返
事
を
す
る
。
す
る
と
、
給
仕
人
の
寄
子
が
本
座
と
「
三

人
宮
座
」
に
神
酒
を
注
ぎ
、
こ
れ
を
飲
む
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
あ
と
は
図
1
の

②
か
ら
⑥
の
順
に
繰
り
返
し
、
同
様
の
口
上
を
述
べ
、
御
神
酒
を
い
た
だ
く
。
こ

れ
で
一
献
目
の
盃
が
済
む
こ
と
に
な
る
。

ｂ　
「
二
献
目
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」

と
前
回
と
同
様
に
六
人
の
名
頭
が
一
人
ず
つ
繰
り
返
し
、
そ
の
度
「
三
人
宮
座
」

が
「
は
い
」
と
答
え
、
一
同
が
神
酒
を
飲
む
。　

ｃ　
「
シ
タ
膳
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」

と
、前
回
と
同
様
に
繰
り
返
し
て
、神
酒
を
飲
む
。
大
原
氏
の
説
明
に
よ
る
と
「
シ

タ
膳
」
と
は
空
の
膳
の
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
て
は
そ
の
御
膳
の
上
に
サ
サ
の
葉
を

皿
の
代
わ
り
に
載
せ
て
、
竹
の
箸
を
こ
し
ら
え
て
次
の
御
礼
の
準
備
を
し
た
と
い

わ
れ
る
。

ｄ　
「
イ
モ
の
子
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」

前
回
と
同
様
。「
ワ
ラ
ス
ボ
」に
入
れ
て
神
殿
に
供
え
て
お
い
た
イ
モ
の
子（
里
芋
）

を
共
食
し
な
が
ら
、
神
酒
を
飲
む
。

ｅ　
「
サ
ヤ
豆
の
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」

イ
モ
の
子
と
同
様
に
「
ワ
ラ
ス
ボ
」
に
入
れ
て
あ
っ
た
サ
ヤ
豆
を
使
う
。
神
酒
と

一
緒
に
枝
に
つ
い
た
ま
ま
の
茹
で
た
サ
ヤ
豆
を
た
べ
る
。　
　

ｆ　
「
ご
飯
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」

御
飯
の
上
に
豆
腐
の
か
す
汁
を
か
け
て
食
べ
る
。
御
飯
は
当
日
の
朝
、
当
屋
が
炊

い
て
持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
豆
腐
の
か
す
汁
は
湯
立
て
の
時
に
使
っ
た
お
湯

を
も
っ
て
、
寄
子
た
ち
が
古
式
の
前
に
か
す
汁
を
作
っ
て
お
く
。

「
御
神
輿
遊
行
」

神
輿
は
神
殿
の
裏
に
あ
る
天
王
社
の
倉
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
数
人
の
輿
守
に

よ
っ
て
本
殿
に
運
ば
れ
る
と
、
神
輿
と
輿
守
は
宮
司
に
清
め
ら
れ
る
。
神
主
が
神

殿
か
ら
御
神
体
を
取
り
出
し
神
輿
に
移
す
と
、「
神
事
場
」
ま
で
遊
行
す
る
。
こ

の
際
、
名
頭
た
ち
は
御
幣
を
付
け
た
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
棒
を
手
に
し
、
他
の

寄
子
は
お
供
え
を
持
っ
て
神
輿
の
後
ろ
に
随
う
。
神
輿
が
「
神
事
場
」
を
一
周
す

る
と
宮
司
が
祝
詞
を
唱
え
、
皆
で
拝
む
。
そ
の
後
、
全
員
に
御
神
酒
が
振
る
舞
わ

れ
る
。
そ
れ
か
ら
再
び
本
殿
に
担
ぎ
込
ま
れ
た
神
輿
は
両
側
を
二
本
の
幟
に
覆
わ

れ
、
神
主
が
ご
神
体
を
密
か
に
神
殿
に
戻
す
と
、
こ
の
行
事
は
一
段
落
す
る
。

「
ノ
ボ
リ
杯
行
事
」

名
頭
が
着
席
す
る
と
、
神
主
が
左
手
に
御
幣
を
、
右
手
に
杯
を
持
ち
、
太
鼓
の
上

に
腰
を
か
け
る
。
神
主
の
左
右
に
杯
を
三
つ
ず
つ
載
せ
た
お
膳
を
持
っ
た
「
膳
持

ち
」
の
寄
子
が
座
る
。
ま
ず
、
左
座
の
長
久
名
が
立
ち
上
が
り
、
神
主
に
酒
を
注

ぐ
と
、
神
主
は
そ
れ
を
少
し
口
に
し
た
あ
と
、
そ
の
残
り
を
右
の
「
膳
持
ち
」
の

杯
に
移
す
。
今
度
は
右
座
の
栗
尾
名
が
注
い
だ
酒
を
左
の
「
膳
持
ち
」
の
杯
に
移

す
。
以
下
四
人
の
名
頭
も
同
じ
動
作
を
繰
り
返
す
。

表4　餅の目録

　　　　　　　　　　　　　　　　
　一、本殿 参拾六膳

　一、座の餅並びに茶の子餅 　　七膳

　一、両氏子雪かき道うち 　　七膳

　一、獅子こしもり露払い 　　三膳

　一、なりさお 　　壱膳

　一、角力の餅 　　弐膳　　

　一、当年度当屋 　　壱膳

　一、来年度当屋 　　弐膳

　一、御崎の餅 　　四ツ
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「
当
屋
御
ク
ジ
」

本
年
度
の
当
屋
と
来
年
度
の
当
屋
が
神
主
に
「
ク
ジ
」
を
引
い
て
も
ら
う
行
事
で

あ
る
。
左
右
の
横
座
が
そ
の
代
役
を
つ
と
め
る
。
た
だ
し
、
そ
の
長
久
名
と
栗
尾

名
が
当
屋
に
当
た
っ
た
場
合
は
他
の
名
頭
が
つ
と
め
る
。
こ
れ
は
当
屋
で
あ
る
も

の
が
当
屋
を
つ
と
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
占
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
年
度
の
「
当
屋
御
ク
ジ
」
か
ら
始
ま
る
．
太
鼓
に
腰
を
か
け
た
神
主

の
前
に
、寄
子
が
「
ご
洗
米
」
を
入
れ
た
三
方
を
差
し
出
す
。
神
主
が
「
ご
洗
米
」

を
と
り
、
祝
詞
を
唱
え
な
が
ら
空
中
に
投
げ
上
げ
、
す
か
さ
ず
に
片
手
で
受
け
取

り
、
裏
返
し
た
お
膳
の
上
に
置
く
。
当
屋
の
代
わ
り
で
あ
る
長
久
名
が
米
粒
の
数

を
数
え
、
偶
数
が
出
る
と
「
吉
」、
奇
数
が
出
る
と
「
凶
」
と
判
断
さ
れ
る
。「
凶
」

が
出
る
と
、「
吉
」
が
出
る
ま
で
何
度
も
繰
り
返
す
。

次
は
、
来
年
度
の
当
屋
の
「
み
く
じ
」
を
行
う
。
来
年
度
の
当
屋
の
代
わ
り
を
つ

と
め
る
の
は
栗
尾
名
で
あ
り
、
栗
尾
名
が
「
ご
洗
米
」
を
数
え
る
。「
吉
」
と
し

て
選
ば
れ
た
ご
洗
米
は
、
来
年
度
の
当
屋
に
渡
さ
れ
、
本
座
の
名
頭
が
少
し
ず
つ

口
に
す
る
。「
ご
洗
米
」
は
後
に
一
般
の
氏
子
に
も
札
と
一
緒
に
配
ら
れ
る
。
偶

数
が
早
く
出
れ
ば
出
る
ほ
ど
来
年
度
は
縁
起
が
い
い
と
言
わ
れ
る
。

「
角
力
の
行
事
」

寄
子
の
中
か
ら
二
人
の
力
士
が
選
ば
れ
、
行
司
と
共
に
本
座
の
前
に
出
て
、
神
酒

を
も
ら
う
。
角
力
は
互
い
に
一
度
ず
つ
転
ん
で
一
勝
一
敗
に
し
、
三
度
目
は
決
着

を
つ
け
ず
、
行
司
が
「
こ
の
角
力
は
名
力
士
同
士
の
角
力
で
勝
負
が
つ
か
ず
、
来

年
の
今
月
今
日
ま
で
お
預
け
と
し
ま
す
」
と
述
べ
、
引
き
分
け
に
す
る
。
寄
子
は

神
酒
を
も
ら
い
、
座
頭
か
ら
餅
を
渡
さ
れ
る
。

「
当
屋
渡
し
」

御
神
幸
の
後
、
神
主
と
名
頭
が
本
来
の
席
に
着
座
す
る
。
神
主
と
名
頭
の
立
ち
会

い
の
も
と
に
、
本
年
度
の
当
屋
が
来
年
度
の
当
屋
に
「
当
屋
渡
し
い
た
し
ま
す
」

と
い
う
と
、
来
年
の
当
屋
が
「
お
受
け
い
た
し
ま
す
」
と
返
事
す
る
。
す
る
と
、

両
当
屋
に
は
神
主
が
、
他
の
名
頭
に
は
給
仕
人
が
御
神
酒
を
注
ぐ
。
最
後
は
神
主

が
御
幣
で
一
同
を
清
め
、
宮
座
の
儀
礼
は
す
べ
て
終
了
す
る
。

儀
礼
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
来
年
の
当
屋
に
御
供
餅
が
渡
さ
れ
る
。
来
年
の
当

屋
は
そ
の
組
内
の
氏
子
へ
「
来
年
当
屋
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
を
し
、
御
供
餅
を
配
る
。
ま
た
一
般
の
氏
子
た
ち
に
は
半
紙
に

包
ま
れ
た
「
御
洗
米
」
と
神
社
の
札
が
配
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
日
を
機
に
祭
り
の

後
片
付
け
は
来
年
の
当
屋
組
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
5
）氷
室
神
社
の
宮
座
と
そ
の
特
質

こ
こ
で
は
、
氷
室
神
社
「
名
主
座
」
に
よ
る
宮
座
組
織
が
地
域
社
会
と
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
「
名
頭
」
と
「
寄
子
」
と
の
関
係
の
中
か

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
氷
室
神
社
の
名
主
座
の
基
本
的
な
特
徴
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う

に
い
え
る
。
同
神
社
の
祭
祀
組
織
は
、
歴
史
的
に
荘
園
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
て
、

「
名
」
を
基
本
単
位
と
し
て
構
成
さ
れ
た
名
主
座
の
性
格
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
祭
祀
組
織
の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
高
瀬
中
に
散
在
し
て
い
た
「
名
田
」
の
代
表

者
で
あ
る
名
頭
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
た
め
、
も
と
も
と
血
縁
的
要
素
は
希
薄

で
あ
る
反
面
、
地
縁
的
結
合
関
係
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
氷
室
神
社
の
祭
り
が
、
歴
史
の
上
で
は
名
田
の

小
作
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
寄
子
」
と
、
そ
の
名
田
の
代
表
者
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
「
名
頭
」
と
の
結
合
関
係
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
祭
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

現
在
の
祭
祀
構
造
か
ら
も
十
分
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。言
い
換
え
る
と
、「
名
」

は
一
定
の
地
域
範
囲
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
中
に
あ
る
部
落

の
名
頭
が
集
ま
っ
て
行
っ
て
い
た
祭
祀
が
、
今
の
氷
室
従
神
社
の
名
主
座
に
よ
る
当

屋
祭
祀
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
ま
で
、
高
瀬
の
一
一
部
落
か
ら
祭
り
に
参
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加
す
る
ほ
ど
祭
祀
圏
が
広
域
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
祭
り
に
参
加
す
る
部
落
の
数

が
大
幅
に
減
り
、
仲
村
部
落
と
長
久
部
落
だ
け
が
氏
子
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
連
合
に
よ
る
祭
祀
形
態
は
守
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
現
在

の
祭
り
に
お
い
て
も
、
氏
子
全
体
の
祭
り
と
い
う
よ
り
、
部
落
が
交
互
に
行
う
部
落

当
屋
制
の
要
素
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
主
の
中
か
ら
当
屋
を
決
め
、

当
屋
で
あ
る
名
頭
と
そ
れ
に
属
し
て
い
る
寄
子
が
集
ま
っ
て
行
う
祭
り
で
あ
っ
て
、

氏
子
で
あ
る
両
部
落
全
員
が
参
加
す
る
の
で
は
な
い
。
現
在
、
両
部
落
は
名
を
三
つ

ず
つ
分
か
ち
合
い
、
部
落
交
代
で
祭
り
が
行
わ
れ
る
の
で
、
氏
子
た
ち
は
自
分
の
部

落
の
持
つ
名
が
当
屋
に
な
っ
た
場
合
だ
け
寄
子
と
し
て
参
加
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
当
屋
に
当
た
っ
て
い
な
い
部
落
（
名
）
の
氏
子
は
、
寄
子
の
義
務
を
負
う
必

要
は
な
く
な
る
。「
氏
神
」
を
共
に
す
る
同
じ
氏
子
の
中
で
、
一
部
が
寄
子
に
な
っ

て
祭
り
に
関
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
み
て
も
、
氷
室
神
社
の
祭
祀
組
織
が
ど

の
よ
う
な
社
会
条
件
の
も
と
で
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
が
わ
か
っ
て
く
る
。

氷
室
神
社
の
祭
礼
は
、
常
に
名
頭
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
直
接
神
事
に
携
わ
る

の
も
「
名
主
座
」
を
構
成
す
る
名
頭
に
限
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
「
名
主
座
」

の
特
権
性
が
ど
こ
か
ら
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
名
主
座
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
、

す
な
わ
ち
、
名
頭
は
「
名
」
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位
が
獲
得
で
き
、

座
も
確
保
さ
れ
る
の
で
、
名
は
一
種
の
株
の
よ
う
な
権
利
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
名
の
権
利
を
持
つ
者
の
集
ま
り
が
名
主
座
で
あ
り
、
そ
の
名
主
た
ち

に
よ
り
、
当
屋
の
順
番
が
決
め
ら
れ
、
神
事
を
独
占
す
る
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い

る
と
い
え
る
。

　
「
名
頭
」
の
権
利
（
資
格
と
も
い
え
よ
う
）
は
特
定
の
家
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ

る
た
め
、個
人
よ
り
そ
の
家
屋
敷
に
基
づ
い
て
継
承
し
て
い
る
。ま
た
、そ
の
権
利
は
、

原
則
と
し
て
一
代
に
限
ら
ず
、
世
襲
的
、
永
久
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

個
人
に
優
先
し
、
家
屋
敷
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
保
た
れ
る
た
め
、
座
の

権
利
が
世
代
を
超
え
て
存
続
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
氷
室
神
社
の
「
宮
座
」
が

近
江
地
方
の
宮
座
と
根
本
的
に
そ
の
背
景
を
異
に
す
る
理
由
で
あ
る
。「
宮
座
」
の

成
員
の
資
格
が
一
定
の
年
齢
に
よ
っ
て
入
座
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
近
江
の
宮
座
と

は
そ
の
趣
を
異
に
し
て
い
る
の
が
高
瀬
地
域
の
宮
座
の
大
き
い
特
徴
で
も
あ
る
。
少

な
く
と
も
氷
室
神
社
の
「
宮
座
」
に
お
い
て
は
、
年
齢
階
梯
的
な
構
造
は
ま
っ
た
く

み
ら
れ
な
い
。
従
来
、「
宮
座
」
の
成
立
条
件
の
一
つ
と
し
て
「
年
齢
階
梯
制
」
を

重
要
な
要
素
と
し
て
認
め
る
研
究
も
出
さ
れ
て
は
い
る
が
）
20
（

、
そ
の
よ
う
な
条
件
は
近

畿
・
近
江
地
方
の
宮
座
に
限
ら
れ
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、「
宮
座
」
の
絶
対
条
件

と
は
い
え
な
い
。

「
宮
座
」
を
近
畿
と
い
う
地
域
の
枠
か
ら
外
し
て
捉
え
た
場
合
、氷
室
神
社
の
「
名

主
座
」
は
中
国
地
方
型
の
宮
座
と
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
少
な

く
と
も
、
氷
室
神
社
の
名
主
座
は
年
齢
序
列
に
応
じ
て
座
席
が
固
定
さ
れ
た
り
、
資

格
が
得
ら
れ
た
り
、
す
る
の
で
は
な
く
、「
名
」
を
保
有
す
る
こ
と
で
す
べ
て
の
座

の
権
利
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
祭
祀
構
造
は
、
中
国
地
方
で
は
一
般
的

に
見
ら
れ
る
形
態
で
あ
っ
て
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
座
を
代
表
す
る
人
も
、
基

本
的
に
は
家
を
代
表
す
る
家
長
か
長
男
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
固
定
化
さ
れ
て
い
な

い
。場
合
に
よ
っ
て
は
、名
を
持
つ
家
の
女
性
の
参
加
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。ま
た
、

都
合
に
よ
っ
て
は
、「
名
頭
」で
な
い
氏
子
が
代
役
を
つ
と
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

「
宮
座
」
を
特
権
的
祭
祀
組
織
と
み
な
す
こ
と
に
つ
い
て
、
関
敬
吾
は
「
年
齢
序
列

を
原
則
と
す
る
限
り
、
そ
の
座
席
は
絶
え
ず
更
新
さ
れ
、
宮
座
の
成
員
は
す
べ
て
そ

れ
を
経
過
す
る
」
と
述
べ
た
う
え
、「
宮
座
へ
の
加
入
が
家
を
単
位
と
し
、
宮
座
の

権
利
が
世
襲
的
・
永
続
的
と
な
れ
ば
座
席
そ
の
も
の
が
権
利
の
対
象
と
な
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
）
21
（

。
座
へ
の
権
利
が
一
般
氏
子
に
は
閉
ざ
さ
れ
、
特
定
の
限
ら
れ
た
家
だ

け
が
座
の
権
利
を
も
つ
と
い
う
氷
室
神
社
の
「
名
主
座
」
は
、
何
よ
り
も
特
権
的
祭

祀
組
織
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。た
と
え
ば
、前
述
の
名
の
権
利
が「
半
名
」か
ら「
丸
名
」

へ
と
移
っ
て
い
く
過
程
に
も
あ
ら
わ
れ
た
と
お
り
に
、
す
べ
て
の
取
り
決
め
が
「
名

主
座
」
内
部
の
話
し
合
い
で
決
め
ら
れ
、
寄
子
と
し
て
関
わ
る
一
般
の
氏
子
の
介
入

は
許
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
名
主
座
は
地
域
社
会
に
基
盤
を
置
い
て
い
な
が
ら
、
内

部
に
お
い
て
「
名
」
と
い
う
固
い
壁
に
囲
ま
れ
、
閉
鎖
的
か
つ
名
頭
た
ち
の
結
束
を
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示
す
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
名
主
座
」
の
閉
鎖
性
も
、
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
時

代
と
共
に
「
座
」
の
外
部
に
あ
る
氏
子
一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
く
。
現
在
、
名
を
も

つ
名
頭
が
本
来
の
名
主
の
家
系
を
継
承
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
近
世
以
降
、
幾

度
の
変
化
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
は
十
分
想
定
で
き
る
。
岡
山
県
の
オ
イ
ツ
キ
祭
り
に

見
ら
れ
る
ト
ウ
ヤ
カ
ブ
に
注
目
し
た
坪
井
洋
文
は
、「
中
世
か
ら
一
貫
し
て
同
じ
家

系
に
よ
り
継
承
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
現
在
見
ら
れ
る
名
の
名
は
中
世
の
名
を
受

け
継
い
で
き
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
途
中
で
異
な
っ
た
家
系
の
者
に
よ
っ
て
継
承
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ウ
ヤ
の
組
織
は
ト
ウ
ヤ
カ
ブ
の
存
在
に
よ
る
特
権
的

な
習
慣
で
あ
る
た
め
に
、
ト
ウ
ヤ
祭
り
に
参
加
で
き
な
い
村
人
は
、
ト
ウ
ヤ
カ
ブ
を

持
っ
た
家
の
廃
絶
や
衰
退
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
、
カ
ブ
の
権
利
を
譲
り
受
け
る
と

い
う
方
法
が
あ
っ
た
」と
し
、ト
ウ
ヤ
カ
ブ
の
移
動
に
よ
っ
て
名
の
所
有
者
が
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
氷
室
神
社
の
「
名
主
座
」
に
お
い
て
も
、
同
様
の
変
化

が
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
推
測
で
き
る
と
い
え
る
。
実
際
に
、
高
瀬
の
亀
尾
神
社
の
名

頭
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
名
の
権
利
を
獲
得
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
名
を
も

つ
家
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
今
日
、「
名
」
と
い
う
可

視
的
な
存
在
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
名
頭
」
の
屋
敷
に
そ
の
権
利
が
付
与
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
買
い
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
座
の
権
利
が
獲
得
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
実
際
の
名
頭
の
転
出
に
よ
る
移
動
が
な
い

限
り
は
成
立
し
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
近
年
に
は
そ
の
よ
う
な
事
例
を
見
受
け
る
こ

と
は
な
い
。

し
か
し
、
祭
祀
組
織
の
改
編
に
し
た
が
い
、
仲
村
部
落
と
長
久
部
落
だ
け
が
氏
子

に
な
っ
て
か
ら
、「
名
主
座
」
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
も
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
六
名
の
う
ち
、
二
つ
の
「
名
」
の
名
頭
が
空
席
に
な

り
、部
落
持
ち
の
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
名
の
代
表
者
は
、

仲
村
の
場
合
は
宮
総
代
が
、長
久
は
部
落
長
が
そ
の
「
名
頭
」
の
代
役
を
つ
と
め
る
。

ま
た
、
も
し
当
屋
が
回
っ
て
き
た
と
し
て
も
そ
れ
は
個
人
で
は
な
く
、
部
落
が
受
け

る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
名
を
持
た
な
い
一
般
の
氏
子
が
「
名
主
座
」
に
座
る
こ

と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
が
、
部
落
長
や
宮
総
代
に
な
れ
ば
、
そ
の
年
の
祭
り
に
は
直

接
神
事
に
参
加
で
き
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
名
主
座
の
改
変
が
も
た
ら
し
た
結

果
に
よ
る
変
則
的
な
運
営
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
、
座
の
外
部
に

対
し
て
部
落
持
ち
の
名
を
通
じ
て
、
従
来
さ
さ
や
か
れ
て
き
た
座
の
閉
鎖
的
要
素
を

あ
る
程
度
除
去
し
、ま
た
座
の
内
部
に
お
い
て
は
「
名
主
座
」
の
伝
統
が
維
持
さ
れ
、

座
の
権
威
を
守
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
え
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
「
名
主
座
」
の
特
権
性
は
、
地
域
社
会
の
日
常
生
活
の
場
や
社

会
慣
行
の
な
か
で
果
た
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、「
名
主
座
」
が
共
同
体
の
場
で
顕
在
化
す
る
の
は
、
氷
室
神
社
の
秋
祭
り

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
地
域
の
年
中
行
事
に
は
全
く
そ
の
存
在
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
）
22
（

。
す
な
わ
ち
、
ふ
だ
ん
の
日
常
生
活
の
場
で
は
、
一
般
の
氏
子
と
変
わ
ら
な
い

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
部
落
の
運
営
、
ツ
キ
ア
イ
等
に
参
加
し
て
い
る
。
な
お

も
「
名
頭
」
で
あ
り
な
が
ら
、自
分
が
当
屋
で
な
い
限
り
は
一
般
の
氏
子
同
様
に
「
寄

子
」
役
も
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

古
く
は
村
の
自
治
組
織
と
し
て
も
機
能
し
、
村
落
社
会
の
運
営
に
大
き
な
影
響
力

を
持
っ
て
い
た
は
ず
の
「
名
主
」
た
ち
で
あ
っ
た
が
）
23
（

、
時
代
の
変
化
と
度
重
な
る
組

織
の
再
編
に
よ
っ
て
、
今
は
も
っ
ぱ
ら
神
事
を
行
う
た
め
の
祭
祀
権
利
に
限
ら
れ
て

い
る
。
な
お
そ
の
権
利
と
い
う
の
は
、
現
実
的
に
は
経
済
的
負
担
の
み
を
と
も
な
う

義
務
に
転
落
し
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
に
今
日
に
お
け
る
「
名
主
座
」
の
構
造
的
な
脆
さ

が
う
か
が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

❸
亀
尾
神
社
の
宮
座
と
儀
礼

氷
室
と
同
様
に
新
見
庄
）
24
（

の
管
轄
下
に
あ
っ
た
亀
尾
神
社
も
「
名
」
を
構
成
単
位
と

す
る
宮
座
組
織
を
も
っ
て
い
る
。
亀
尾
神
社
は
、
上
梅
田
部
落
に
鎮
座
し
て
お
り
、

上
梅
田
（
二
四
戸
）、
下
梅
田
（
一
六
戸
）、
柳
原
（
一
六
戸
）
の
三
つ
の
部
落
が
氏
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子
と
な
っ
て
祀
っ
て
い
る
。
神
社
は
古
い
時
代
は
中
島
の
垣
内
と
も
呼
ば
れ
、
田
圃

の
真
ん
中
に
あ
っ
て
小
高
い
丘
と
な
っ
て
い
る
。
瓢
形
を
し
て
お
り
、
形
が
亀
の
よ

う
だ
と
い
う
の
で
亀
尾
神
社
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
神
社
は
こ
の
丘
の
上

に
あ
る
。
こ
の
丘
を
古
墳
で
あ
る
と
い
う
土
地
の
人
も
い
る
。

亀
尾
神
社
の
祭
神
は
伊
弉
諾
尊
で
あ
り
、
勧
請
の
年
月
や
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
伝
承
に
よ
る
と
、
こ
の
神
社
の
御
神
体
は
山
柿
の
木
を
も
っ
て
作
っ
て
あ

る
と
い
わ
れ
、
亀
尾
神
社
の
氏
子
は
山
柿
の
木
で
下
駄
を
作
っ
て
は
か
な
い
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
る
。
梅
田
は
現
在
、
上
梅
田
・
下
梅
田
と
分
か
れ
て
い
る
が
、
も
と

は
長
久
入
口
か
ら
彦
九
郎
峠
ま
で
、
高
瀬
川
本
流
の
両
岸
を
梅
田
で
呼
ん
で
い
た
。

嘉
暦
・
元
徳
年
間
、
開
田
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
こ
ろ
、
下
高
瀬
の
名
主
た
ち
が
争
っ

て
開
田
を
行
っ
た
。
現
在
の
柳
原
入
口
の
道
路
付
近
か
ら
下
流
地
方
の
荒
れ
地
や
河

原
を
埋
め
立
て
て
田
を
開
い
た
の
で
、
埋
め
田
、
つ
ま
り
今
日
の
梅
田
と
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
新
興
地
で
、
以
前
か
ら
田
地
の
あ
っ
た
辺
り
は
「
本
郷
」
と
呼
ん
で
新
興

地
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
郷
は
本
郷
名
と
唱
え
、
現
在
の
祭
祀
に
一
座
を

な
し
て
い
る
）
25
（

。

柳
原
は
梅
田
か
ら
西
の
谷
に
入
る
部
落
で
あ
る
。
も
と
沢
沼
地
で
、
川
柳
の
繁
っ

た
地
域
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
に
鎌
倉
時
代
に
鏡
丹
太
夫
と
い
う
名
主
が

い
て
、
開
拓
を
行
っ
た
。
現
在
も
吉
田
越
し
の
道
に
鏡
峠
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
亀

尾
神
社
の
祭
祀
に
も
鏡
と
い
う
名
が
残
っ
て
い
る
）
26
（

。　

幸
い
に
同
神
社
の
祭
祀
の
古
い
姿
を
記
録
し
た
史
料
が
地
元
に
伝
わ
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
現
在
の
祭
祀
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
民
俗
的
変
化
を
も
探
っ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

亀
尾
神
社
の
祭
祀
に
関
し
て
は
一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
「
氏
神
十
二
社
権
現
様

御
祭
儀
式
定
帳
」（
以
下
「
定
帳
」
と
略
す
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
27
（

。「
定
帳
」
の
ウ

ワ
書
に
は
「
十
座
名
頭
中　

二
冊
之
内　

預
両
横
座
置
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
定

帳
」
が
作
ら
れ
た
当
時
に
は
左
右
の
横
座
に
一
冊
ず
つ
預
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

現
存
の
「
定
帳
」
は
右
横
座
（
本
郷
名
）
で
あ
る
桂
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
定
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
詳
細
な
背
景
は
わ
か
り
か
ね
る
が
、「
定
帳
」
の
中
に
「
式

沙
法
﹇
作
法
﹈、
儀
定
﹇
規
定
﹈
之
事
、
前
々
之
通
り
此
度
相
改
置
申
候
儀
定
書
之
事
」

と
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
古
式
が
だ
ん
だ
ん
乱
れ
た
の
で
、
一
応
古
式
に
順
次
改

訂
し
て
、
文
書
に
し
、
こ
れ
を
諸
名
頭
が
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）宮
座
の
組
織

亀
尾
神
社
の
祭
祀
組
織
の
現
況
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
名
主
座
は
十
名
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
十
名
は
左
右
に
左
座
と
右
座
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
座
に

就
く
者
を
「
名
頭
」
と
呼
ん
で
い
る
。

左
座
と
右
座
の
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　

左
座
・
・
・
助
宗
名
・
鏡　

名
・
峠　

名
・
梅
田
名
・
次
郎
代
名

　

右
座
・
・
・
本
郷
名
・
高
下
名
・
吉
野
名
・
仲　

名
・
賀
千
部
名

十
名
の
う
ち
、
左
座
の
助
宗
名
を
左
横
座
、
右
座
の
本
郷
名
を
右
横
座
と
い
い
、

左
右
の
座
の
筆
頭
に
あ
た
る
。
左
座
と
右
座
の
間
に
は
、
と
く
に
身
分
的
格
差
は
見

ら
れ
な
い
が
、儀
式
上
の
式
順
が
左
座
か
ら
右
座
へ
と
交
互
に
移
動
し
て
い
く
こ
と
、

祭
礼
の
音
頭
は
左
横
座
に
よ
っ
て
取
ら
れ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
左
右
の
身
分
的
優

劣
よ
り
、
儀
礼
の
中
で
左
横
座
の
役
割
が
主
導
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
）
28
（

。
こ
れ
は

前
述
し
た
氷
室
神
社
の
祭
祀
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
氷
室
神
社
で
は
、
左
横
座
で

あ
る
長
久
名
の
名
頭
は
全
体
を
取
り
仕
切
る
座
頭
で
も
あ
る
。
そ
の
座
頭
に
は
、
祭

典
準
備
の
完
了
を
知
ら
せ
る
七
度
半
の
使
い
を
送
り
出
す
仕
来
り
が
あ
っ
た
こ
と
も

考
え
る
と
、
亀
尾
神
社
で
は
左
横
座
を
座
頭
と
は
言
わ
な
い
も
の
の
、
か
つ
て
は
他

の
名
頭
よ
り
優
位
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
名
」
は
一
定
地
域
（
土
地
）
を
指
す
こ
と
ば
で
、
そ
の｢

名｣

の
代
表
者
を
名
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頭
と
い
う
が
、
今
の
名
頭
と
名
と
の
歴
史
的
関
連
性
は
不
明
確
で
あ
る
。
た
だ
、
表

5
の
寛
政
四
年
の
本
郷
名
の
名
頭
は
「
前
山
根　

与
右
衛
門
」
で
あ
る
が
、
現
在
の

本
郷
名
の
名
頭
の
屋
号
は
「
マ
エ
ヤ
マ
ネ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
し
、前
記
の
「
定
帳
」

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
筋
を
継
い
で
い
る
可
能
性
は
、
十
分

認
め
ら
れ
る
。
現
在
、
こ
の
地
域
で
の
名
は
一
種
の
株
と
し
て
扱
わ
れ
、
名
株
を
所

有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
頭
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
祭
祀
の
資
格
は
年
齢

順
や
入
座
順
と
は
無
関
係
で
、
名
株
を
持
つ
特
定
の
家
筋
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
、
し

か
も
そ
の
資
格
は
固
定
的
で
あ
り
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
祭
祀
の
資
格
は
個
人
に
優
先
し
、
名
株
を
所
有
す
る
「
家
」
の
者
な
ら
誰
で
も

神
事
に
参
加
で
き
る
家
格
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
名
株
は
こ
れ
に
付
随
し
て
い
る
土
地
（
名
田
）
の
売
買
に
よ
っ
て
移
動
す

る
と
さ
れ
る
。
名
頭
の
屋
敷
及
び
田
畑
な
ど
の
売
買
に
よ
っ
て
、
買
主
は
新
し
く
座

の
成
員
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
所
有
し
て
い
た
元
の
名
頭
は
そ
の
資

格
を
失
い
座
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。　

表
5
の
亀
尾
神
社
の
名
頭
一
覧
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年

の
十
名
の
中
で
梅
田
名
と
次
郎
名
の
名
頭
を
大
前
善
三
郎
が
兼
ね
て
い
た
の
は
、
恐

ら
く
こ
の
時
代
に
す
で
に
土
地
の
売
買
譲
渡
が
行
わ
れ
て
い
た
結
果
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
こ
う
し
た
事
例
は
、
民
俗
調
査
で
一
九
九
五
年
以

降
の
名
頭
の
変
化
に
つ
い
て
も
同
様
の
経
緯
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
変

化
の
過
程
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

現
在
の
亀
尾
神
社
の
祭
祀
組
織
は
名
株
を
所
有
す
る
特
定
の
家
筋
に
よ
っ
て
形
と

し
て
は
十
名
の
座
を
守
っ
て
き
て
い
る
が
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
を
境
に
座

の
内
部
に
お
け
る
構
成
員
の
入
れ
替
わ
り
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い
た
。
表

５
か
ら
見
る
と
歴
史
上
の
名
の
所
在
地
と
現
在
の
名
頭
の
部
落
が
一
致
す
る
の
は
十

名
の
う
ち
①
助
宗
名
・
②
本
郷
名
・
③
鏡
名
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
に
つ
い

て
は
次
の
経
緯
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
名
の
売
買
に
よ
る
座
の
変
化
で
あ
る
。

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
の
名
頭
の
う
ち
、
左
横
座
に
当
た
る
助
宗
名
の
福
嶋

重
治
氏
（
＝
一
義
、
下
梅
田
部
落
）
は
元
の
名
頭
上
田
家
が
戦
後
ま
も
な
く
千
屋
村

に
移
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
同
名
頭
の
屋
敷
を
買
い
取
っ
て
分
家
し
、
そ
の
ま
ま
名

頭
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
仲
名
の
福
田
稔
氏
（
野
部
落
）
の
先
祖
が
元
の
仲
名
の
名
頭
の
家
が
絶
え

た
の
で
、
の
ち
に
そ
の
屋
敷
を
買
い
取
っ
て
分
家
（
本
家
は
吉
野
名
を
所
有
）
し
、

名
頭
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
29
（

。
こ
の
よ
う
に
座
へ
の
資
格
が
個
人
で
は
な
く

家
に
つ
く
例
は
中
国
地
方
の
村
落
祭
祀
に
は
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
ひ
と
つ
の
祭
祀

形
態
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
は
、
名
頭
の
家
屋
敷
の
売
買
を
伴
わ
ず
、
座
へ
の
資
格
が
得
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
つ
ま
り
座
を
代
償
な
し
に
譲
渡
す
る
こ
と
で
あ
る
。

峠
名
の
伊
田
太
吉
氏
（
＝
美
登
、上
梅
田
部
落
）
は
、終
戦
後
、柴
原
文
太
郎
氏
（
大

原
部
落
）
か
ら
、
高
下
名
の
柴
原
銀
市
氏
（
＝
算
幸
、
上
梅
田
）
は
、
長
谷
川
頼
夫

氏
（
木
谷
部
落
）
か
ら
座
の
権
利
を
譲
り
受
け
た
経
緯
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
頃
に
は
、
名
頭
自
ら
座
を
放
棄
す
る
場
合
も

あ
ら
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
野
部
落
に
属
し
て
い
た
吉
野
名
・
仲
名
・
賀
千
部
名
の
三

人
の
名
頭
が
、
座
の
権
利
を
譲
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
今
の
上

梅
田
と
下
梅
田
、
そ
し
て
柳
原
の
三
部
落
が
、
一
名
ず
つ
分
け
て
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。
更
に
部
落
の
話
し
合
い
で
吉
野
名
は
当
時
福
嶋
多
氏
に
、
仲
名

は
田
辺
武
夫
氏（
＝
薫
明
）、賀
千
部
名
は
四
木
武
志
氏
が
受
け
、新
た
に
名
頭
と
な
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
の
吉
野
名
の
福
嶋
氏
は
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
や

め
る
よ
う
に
な
り
、
吉
野
名
は
宮
に
返
納
さ
れ
、
結
局
現
在
は
部
落
総
持
ち
と
な
っ

た
。
現
在
、
名
頭
を
代
行
す
る
の
は
そ
の
年
の
宮
総
代
（
下
梅
田
）
の
役
と
な
っ
て

い
る
。　

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
て
き
た
名
の
特
徴
を
整
理
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
名
は
一
種
の

株
（
祭
祀
権
利
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
同
時
に
名
頭
の
地
位
は
名
株
を
所
有
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
名
株
の
権
利
を
獲
得
し
た
家
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
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る
。
そ
し
て
、
名
株
は
名
頭
の
土
地
（
屋
敷
及
び
田
畑
）
に
つ
い
て
い
る
と
さ
れ
、

名
頭
の
家
の
売
買
に
よ
っ
て
、脱
座
と
入
座
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

名
株
を
半
分
手
元
に
残
し
て
、
残
り
の
半
分
を
売
却
す
れ
ば
、
座
の
権
利
は
二
人
以

上
共
有
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
現
在
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
述
べ
た
い
の
は
、
い
っ
た
ん
名
頭
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
本
家
で

あ
れ
、
分
家
で
あ
れ
、
家
格
の
差
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
入
座
順

や
年
齢
順
に
よ
っ
て
座
順
や
役
割
が
変
わ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
昭
和
三
六
年
当
時
、
吉
野
名
と
仲
名
は
本
分
家
関
係
で
、
分
家
の
仲
名
が

名
株
を
獲
得
し
、
本
家
と
同
様
、
名
頭
に
な
っ
た
例
で
あ
る
が
、
本
分
家
の
序
列
関

係
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、座
の
行
事
を
主
導
的
に
司
る
座
頭
（
助
宗
名
）

に
お
い
て
も
、
名
株
の
売
買
が
行
わ
れ
、
受
け
継
い
だ
人
が
座
の
首
長
に
な
る
わ
け

で
、
し
い
て
い
え
ば
、
名
株
さ
え
手
に
入
れ
れ
ば
誰
で
も
名
頭
を
つ
と
め
ら
れ
る
と

い
う
構
造
は
、
日
本
の
養
子
縁
組
み
に
よ
る
家
継
承
の
構
造
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
他
人
が
い
き
な
り

名
頭
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
て
も
名
頭
を
助
け
る
寄
子
を
つ
と
め

る
等
、
自
然
に
座
の
つ
と
め
方
を
見
習
い
し
た
土
地
の
人
の
新
入
が
ご
く
一
般
的
で

あ
ろ
う
と
い
え
よ
う
。

（
2
）当
屋
と
寄
子

高
瀬
地
区
に
お
い
て
の
当
屋
は
、
神
社
の
祭
祀
に
当
た
っ

て
、
神
事
の
準
備
を
司
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
を
指
す
こ
と

ば
で
あ
る
。
と
く
に
名
主
座
に
よ
る
祭
祀
が
行
わ
れ
る
秋
祭

り
に
は
、
名
株
を
持
つ
十
名
の
名
頭
の
中
か
ら
、
一
人
の
名

頭
が
当
屋
を
つ
と
め
る
。
当
然
、
当
屋
の
資
格
は
名
頭
に
限

ら
れ
て
お
り
、
名
頭
で
な
い
と
、
当
屋
を
つ
と
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
亀
尾
神
社
で
は
当
屋
を
「
当
番
」
と

も
い
い
、
そ
の
寄
子
集
団
を
「
当
組
」
と
い
う
。

名

名
の
所
在
地

寛
政
四
年
の
名
頭

昭
和
三
六
年
の
名
頭
平
成
十
六
年
の
名
頭
名
頭
の
部
落
名

①
左
横
座　

助
宗
名

③
左
二
座　

鏡　

名　

⑤
左
三
座　

峠　

名

⑦
左
四
座　

梅
田
名

⑨
左
五
座　

次
郎
代
名

②
右
横
座　

本
郷
名

④
右
二
座　

高
下
名

⑥
右
三
座　

吉
野
名

⑧
右
四
座　

仲　

名

⑩
右
五
座　

賀
千
部
名

下
梅
田
部
落

柳
原
部
落

木
谷
部
落

上
梅
田
部
落

柳
原
部
落

上
梅
田
部
落

大
原
部
落

野
部
落

野
部
落

野
部
落　

上　

代　

甚
右
衛
門

中　

前　

勘　
　

六

上
た
わ　

文
右
衛
門

大　

前　

善
三
郎

同　
　
　

同　
　

人

前
山
根　

与
右
衛
門　

　
　
　
　

平　
　

八

土　

井　

太
郎
右
衛
門

下
高
下　

次
郎
左
衛
門

空
ノ　
　

吉
兵
衛

福
嶋
重
治

四
木
算
男

伊
田
太
吉

市
川
政
治
郎

桂
米
重

桂
乙
次
郎

柴
原
銀
市

福
田
吉
太
郎

福
田
稔

大
原
孝
行

福
嶋
一義

四
木
恒

伊
田
美
登

市
川
節
夫

桂
清

桂
聖

柴
原
算
幸

宮
総
代

田
辺
董
明

四
木
武
志　
　

下
梅
田

柳
原

上
梅
田

下
梅
田

上
梅
田

上
梅
田

上
梅
田

下
梅
田

下
梅
田

柳
原

表5　亀尾神社の名座一覧

当
屋
の
順
番
は
座
順
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
「
定
帳
」
に
は

　
　
　

当
屋
廻
り
之
次
第
之
事

助
宗　

吉
野　

次
郎
代　

仲
名　

賀
千
部

梅
田　

鏡
名　

峠
名　
　

高
下　

本
郷

右
横
座
よ
り
左
横
座
助
宗
名
へ
廻
り
申
也

と
記
載
さ
れ
、
右
横
座
の
本
郷
名
よ
り
左
横
座
の
助
宗
名
へ
と
持
ち
回
り
と
な
っ

て
い
る
が
、
表
5
の
①
か
ら
⑩
ま
で
の
よ
う
に
、
現
在
の
当
屋
順
番
と
は
異
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
当
屋
順
番
は
左
座
の
助
宗
名
を
起
点
に
し
て
右
座
の
本
郷
名
へ
と
左

右
交
互
に
一
巡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
回
当
屋
を
つ
と
め
る

と
、
次
は
一
一
年
目
に
当
屋
の
順
番
が
回
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

当
屋
は
祭
り
の
前
日
か
ら
寄
子
を
率
い
て
神
事
の
準
備
に
執
り
か
か
る
。
こ
の
と

き
、
宮
総
代
は
名
頭
の
補
佐
役
と
し
て
寄
子
の
指
揮
を
と
る
。

当
屋
を
務
め
る
に
は
、
不
浄
と
さ
れ
る
も
の
に
は
か
か
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

古
く
は
祭
り
の
一
ヶ
月
前
に
当
屋
で
あ
る
名
頭
の
家
の
縁
側
に
、
当
屋
組
の
寄
子

に
よ
っ
て
「
湯
垣
」
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
湯
垣
は
新
し
い
茅
を
二
尺
の
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長
さ
に
切
り
、
直
径
三
寸
余
の
束
に
し
て
、
こ
れ
を
四
角
に
立
て
側
面
に
同
じ
束
を

Ⅹ
字
形
に
添
え
て
縛
っ
た
も
の
で
、こ
れ
に
注
連
を
は
り
、中
に
清
浄
な
川
砂
を
盛
っ

て
御
幣
を
立
て
て
神
を
迎
え
た
。
こ
の
湯
垣
が
作
ら
れ
る
と
、
そ
の
日
か
ら
当
役
を

務
め
る
名
頭
は
奥
の
間
に
一
人
寝
起
き
し
て
精
進
潔
斎
の
生
活
に
入
っ
て
い
た
と
い

わ
れ
る
）
30
（

。
湯
垣
は
戦
後
廃
れ
て
し
ま
い
）
31
（

、
現
在
は
当
屋
の
特
別
な
精
進
は
見
ら
れ
な

い
が
、
平
素
か
ら
葬
式
へ
の
参
列
は
避
け
る
と
い
っ
た
こ
と
は
守
ら
れ
て
い
る
。
特

に
身
内
で
葬
式
な
ど
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
当
屋
を
務
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
喪
が

明
け
る
ま
で
一
年
間
は
神
社
へ
参
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
神
事
に
は

宮
総
代
が
代
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
名
頭
以
外
の
一
般
の
氏
子
は
ど
の
よ
う
に
し
て
祭
り
に
参
加
で
き
る
だ
ろ

う
か
。

亀
尾
神
社
の
氏
子
集
団
は
上
梅
田
、
下
梅
田
、
柳
原
の
三
部
落
で
あ
る
。
名
頭
以

外
の
氏
子
一
般
は
決
し
て
神
事
に
は
直
接
携
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
つ
て
は
名

域
の
田
畑
の
耕
作
を
行
っ
て
い
た
名
の
作
人
た
ち
は
、
自
分
の
属
し
て
い
た
名
の
名

頭
が
当
屋
に
あ
た
る
と
、
そ
の
年
の
寄
子
の
役
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
亀
尾
神
社
の
祭
祀
が
も
と
も
と
名
頭
（
当
屋
）
と
寄
子
た
ち
の
結
合
関
係
を
表

し
て
い
た
祭
り
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
寄
子
は
属
し
て
い

た
田
畑
が
売
却
さ
れ
る
と
、
寄
子
も
自
動
的
に
買
主
に
組
み
込
ま
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
寄
子
の
数
は
名
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
一
人
で
二
、三
の

名
の
寄
子
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
）
32
（

。

現
在
の
当
屋
と
寄
子
の
結
合
は
度
重
な
る
再
編
の
結
果
で
あ
り
、
寄
子
は
上
記
の

三
部
落
の
中
か
ら
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
当
組
の
寄
子
の
人
数
は
一
〇

人
と
決
ま
っ
て
お
り
、
家
の
順
に
寄
子
を
務
め
る
。
た
だ
、
当
屋
と
当
組
は
必
ず
し

も
同
一
の
部
落
か
ら
出
る
と
は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
三
部
落
を
ひ
と
つ
に
し
て
祭

り
の
度
に
十
戸
ず
つ
当
組
が
組
ま
れ
る
の
で
、
年
に
よ
っ
て
は
、
当
屋
の
属
し
て
い

る
部
落
と
は
異
な
る
部
落
か
ら
寄
子
が
当
組
に
入
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
る
。
こ
う

し
た
当
屋
と
当
組
の
関
係
は
、
本
来
の
名
頭
と
寄
子
の
結
合
を
よ
り
現
在
化
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
般
の
氏
子
は
当
組
（
寄
子
）
と
し
て
当
屋
に
属
さ
れ
、
労
役
を

提
供
す
る
ほ
か
、
宮
掃
除
・
給
仕
役
・
輿
守
役
・
祭
り
の
後
始
末
を
行
う
。
こ
の
よ

う
な
行
為
を
通
し
て
祭
り
に
参
加
で
き
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
決
し
て
主
体
的
な
立
場

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
祭
り
は
名
頭
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
も

儀
礼
の
上
で
は
、
名
頭
が
寄
子
に
対
し
て
上
位
の
地
位
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。

名
頭
と
寄
子
と
の
関
係
を
う
か
が
う
例
と
し
て
、
か
つ
て
は
神
事
以
外
に
お
い
て

も
名
頭
は
寄
子
の
経
済
生
活
に
関
与
す
る
が
如
き
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
名
頭

の
法
事
に
寄
子
が
参
加
す
る
の
が
慣
行
と
さ
れ
て
い
た
）
33
（

こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
関

係
が
主
従
関
係
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
は
十
分
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
端

を
前
記
の
「
定
帳
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、「
定
帳
」
に
は

一
、
十
座
江
給
仕
人
弐
人
也
。

但
給
仕
人
皆
々
袴
ヲ
着
給
仕
致
シ
申
候
。
尤
弐
人
一
度
ニ
両
横
座
之
前
江
参
リ

畏
リ
両
手
ヲ
ツ
キ
万
事
宜
敷
様
ニ
御
指
図
被
成
被
下
候
ト
御
断
可
申
事
ナ
リ
。

と
あ
り
、
給
仕
人
の
寄
子
が
十
座
前
に
出
て
「
両
横
座
の
前
に
参
り
畏
り
両
手
を
つ

き
云
々
」
と
い
う
姿
か
ら
察
す
る
と
、
当
時
の
名
頭
と
寄
子
の
関
係
は
ま
さ
に
隷
属

的
な
一
面
も
呈
し
て
い
る
。

な
お
、「
定
帳
」
に
は
祭
り
の
当
日
に

「
当
屋
組
ハ
朝
之
五
ツ
の
上
刻
ニ
宮
ヘ
出
候
而
着
座
之
者
ニ
挨
拶
可
申
事
」

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
寄
子
の
名
頭
に
対
す
る
礼
儀
作
法
ま
で
言
及
さ
れ
、
極
め

て
厳
し
い
身
分
秩
序
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
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こ
の
よ
う
な
前
近
代
的
で
、
封
建
的
と
も
い
え
る
名
頭
と
寄
子
の
結
合
関
係
は
、

戦
後
の
社
会
状
況
と
名
主
座
そ
の
も
の
の
変
化
と
と
も
に
形
式
化
さ
れ
て
き
た
と
い

え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
今
日
の
祭
り
に
お
け
る
寄
子
の
役
割
は
、
祭
り
の
準
備
と
神
事
の

脇
役
と
し
て
の
任
務
に
限
ら
れ
て
い
る
事
実
か
ら
す
る
と
、
か
つ
て
の
名
頭
と
寄
子

の
関
係
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
な
く
、
寄
子
自
ら
神
事
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
ま
だ

許
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
名
頭
と
寄
子
と
の
主
従
的
な
関
係
が
依
然
と
し
て

保
ち
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
亀
尾
神
社
の
祭
り
に
村
の
歴
史
が
投
影
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、「
昔
か
ら
そ
う
や
っ
て
き
た
」
と
い
う
よ
う
な
住
民
の
意

識
が
支
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
地
域
的
特
性
は
、
座
の
閉

鎖
性
に
対
す
る
座
外
か
ら
の
批
判
が
あ
り
、
座
内
で
も
後
継
者
不
足
で
名
株
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
る
家
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
座
の
内
外
は
様
々
な
変
化

の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
環
境
の
中
で
、
亀
尾
神
社
の
祭
祀
組
織

は
近
隣
の
諸
神
社
祭
祀
と
比
較
し
て
名
主
座
か
ら
な
る
当
屋
祭
祀
の
慣
行
が
強
く
守

ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

（
3
）宮
座
の
儀
礼

１　

祭
祀
の
準
備

亀
尾
神
社
の
名
主
座
に
よ
る
祭
祀
儀
礼
は
新
暦
一
〇
月
二
四
日
、
秋
祭
り
に
お
い

て
行
わ
れ
る
。
四
、五
年
前
ま
で
は
、
当
屋
は
祭
り
の
前
日
の
昼
か
ら
寄
子
を
率
い

て
準
備
に
取
り
か
か
る
の
が
慣
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
勤
め
に
出
る
人
の

都
合
を
考
慮
し
、
祭
り
当
日
の
早
朝
か
ら
集
ま
っ
て
準
備
を
済
ま
せ
、
昼
過
ぎ
か
ら

は
式
典
に
臨
む
傾
向
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
祭
り
当
日
の
準
備
の
様
子
か
ら
、
当
屋
と
寄
子
の
結
合
関
係
の
具
体

的
な
展
開
を
示
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
一
〇
人
の
寄
子
た
ち
が
当
屋
に
集
合
す
る
と
、
当
屋
の
挨
拶
の
後
、
宮
総

代
か
ら
本
日
の
仕
事
の
説
明
を
受
け
る
。
宮
総
代
は
部
落
ご
と
に
一
人
ず
つ
で
、
こ

の
日
は
三
人
と
も
参
加
し
、
当
屋
を
補
佐
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
寄
子
た
ち
の
指
揮

に
あ
た
る
。
寄
子
は
一
軒
一
名
で
、
原
則
と
し
て
は
成
人
男
性
が
参
加
す
る
が
、
家

の
都
合
に
よ
っ
て
は
女
性
の
参
加
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
事
情
が
あ
っ
て
寄

子
に
出
ら
れ
な
い
と
き
は
、
人
に
代
わ
り
を
頼
む
こ
と
も
あ
る
）
34
（

。

当
屋
で
の
準
備
は
、
鳥
居
や
境
内
を
飾
る
注
連
綯
い
（
大
三
本
、
小
二
本
）、
神

事
場
に
立
て
る
ヤ
シ
メ
作
り
、
御
供
え
物
の
用
意
、
御ごく
う供

餅
を
作
る
。
そ
の
後
、
神

社
に
移
動
し
て
掃
除
を
行
う
。
こ
の
際
、
古
い
注
連
を
下
ろ
し
、
新
し
い
注
連
を
張

り
付
け
、
幟
を
立
て
る
。

御
供
え
物
に
つ
い
て
、「
定
帳
」
の
「
御
神
前
備
物
之
次
第
之
事
」
に

　
　

一
、
御
す
い　
　
　
　
　

そ
な
へ
申
也　
　
　
　

一
、
御
神
酒　
　
　
　
　

弐
樽

一
、
白
壱
升　
　
　
　

  

御
神
前
供
米

一
、
白
壱
升　
　
　
　

  

祝
詞
態

一
、
白
三
合　
　
　
　

  

舞
態

一
、
黒
米
壱
升　
　
　

  

御
七
五
三
下
シ

一
、
黒
米
弐
升
壱
合　

  

七
度
き
よ
め

一
、
黒
米
壱
升　
　
　

  

祝
詞
籤
代

一
、
黒
米
六
合
五
勺　

  

荒
草
代

一
、
黒
米
壱
升　
　
　

  

御
七
五
三
上
ヶ

一
、
清
浄
米　
　
　
　

  

当
屋
役

と
い
う
記
録
が
見
え
る
。
御
神
酒
の
他
に
「
御
す
い
」
と
呼
ば
れ
る
甘
酒
も
造
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。御
す
い
は
猪
口
に
水
を
入
れ
て
御
供
飯
を
浸
し
た
も
の
で
、

「
一
夜
づ
く
り
」と
も
言
っ
た
。
神
酒
は
明
治
末
ま
で
寄
子
が
当
屋
に
集
ま
っ
て
造
っ

た
と
言
わ
れ
る
）
35
（

。

現
在
、
当
屋
の
供
え
物
は
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白
米
（
一
升
）、
玄
米
（
一
升
）、
洗
米
（
中
皿
一
杯
）、
大
根
二
本
、
芋
の
子
、

サ
ヤ
豆
、
サ
バ
（
二
尾
）
36
（

）、
果
物
、
神
酒

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
魚
に
つ
い
て
「
定
帳
」
に
は
「
鳥
井[

鳥
居]

ヨ
リ
上
江

肴
類
一
切
不
可
入
事
」
と
、
い
わ
ゆ
る
生
物
を
禁
じ
て
あ
る
が
、
供
え
物
に
魚
が
い

つ
か
ら
登
場
し
た
の
か
は
わ
か
り
か
ね
る
。
御
供
餅
は
「
定
帳
」
に
従
い
、
白
餅
三

升
と
小
豆
餅
三
升
を
も
っ
て
作
る
）
37
（

。

祭
り
の
費
用
に
つ
い
て
は
、「
定
帳
」
に

　
　
　
　

一
、
米
弐
斗　
　
　
　
　
　

神
田
地
利
米

一
、
同
五
斗　
　
　
　
　
　

村
割
ニ
可
入

　
　

〆
七
斗
也

　
　

其
外
餘
分
之
入
用
御
座
候
時
ハ
當
や
組
ニ
而
割
符
可
致
ス
者
也　
　

一
、
當
屋
組
白
米
壱
升
宛
持
寄
也

　
　
　
　
　

但
薪
木
壱
可
ツ
ゝ
ざ
う
じ
物
持
寄
也

と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
屋
に
は
神
田
の
地
利
米
と
村
割
の
米
が
当
て
ら
れ
た
が
、
そ

の
ほ
か
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
当
屋
組
で
あ
る
寄
子
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
慣
行
は
明
治
以
降
も
続
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
）
38
（

。
ま
た
、
当
屋
組
は

各
自
白
米
一
升
と
薪
一
荷
、
そ
し
て
掃
除
道
具
を
持
参
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

村
割
の
米
を
集
め
て
廻
る
の
も
寄
子
の
任
務
で
あ
っ
た
。

神
田
は
戦
前
ま
で
五
畝
あ
っ
て
小
作
に
出
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
の
農
地
改
革
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
）
39
（

、
調
査
で
、
梅
田
か
ら
柳
原
部
落
に
入
る
道
路
に
面

し
た
所
（
亀
尾
神
社
の
西
側
）
に
約
二
反
ほ
ど
の
田
が
あ
り
、
現
在
の
住
民
の
一
人

が
小
作
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
現
在
、
村
割
の
米
は
な
く
な
り
、
神
田
の
小

作
料
と
各
氏
子
か
ら
集
め
た
お
初
穂
で
祭
典
費
と
諸
費
用
に
当
て
て
い
る
。

神
社
で
の
準
備
が
整
っ
た
こ
ろ
、
宮
総
代
が
神
主
を
迎
え
に
行
く
。
氷
室
神
社
と

同
様
、
現
在
亀
尾
神
社
に
も
専
属
の
神
主
は
い
な
い
。「
定
帳
」
の
最
後
の
、「
十

座
名
頭
連
印
」
の
と
こ
ろ
に
「
神
主
石
垣
和
泉
」
と
連
名
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仲

村
部
落
に
あ
る
石
垣
家
が
氷
室
神
社
と
と
も
に
先
祖
代
々
神
主
を
つ
と
め
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
）
40
（

、
今
は
三
坂
に
あ
る
杉
門
神
社
の
神
主
で
あ
る
藤
家
氏
が

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
ご
ろ
か
ら
氷
室
・
亀
尾
の
両
神
社
の
神
主
を
兼
務
し
て

い
る
。

神
主
は
ま
ず
、
神
社
に
着
く
と
本
殿
に
上
が
り
、
祝
詞
を
捧
げ
る
。
そ
れ
か
ら
半

紙
で
七
五
三
に
つ
け
る
七
五
三
の
子
を
つ
く
る
。そ
れ
が
済
む
と
当
屋
に
出
向
い
て
、

お
祓
い
を
行
う
。

近
年
ま
で
当
屋
は
宵
宮
か
ら
翌
朝
ま
で
神
主
が
過
ご
す
「
ヤ
ド
」
の
役
割
も
担
っ

て
お
り
、
神
主
が
当
屋
に
泊
ま
る
の
が
慣
行
と
な
っ
て
い
た
が
、
最
近
は
当
日
に
来

る
。
ま
た
、
前
日
に
祭
り
の
準
備
を
行
っ
た
と
き
は
、
作
業
が
済
む
と
、
当
屋
で
は

神
主
も
混
じ
り
、
寄
子
た
ち
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
酒
宴
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
当
屋

の
負
担
の
増
加
も
あ
り
、
準
備
が
当
日
に
な
っ
て
か
ら
は
自
然
に
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
は
、
ご
く
最
近
の
変
化
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

2　

秋
祭
り
と
宮
座
の
儀
礼　

神
事
の
準
備
を
整
え
る
と
、
寄
子
た
ち
は
名
頭
を
待
つ
。「
御
祭
り
當
日
ニ
ハ
當

屋
組
ハ
朝
之
五
ツ
の
上
刻
ニ
宮
へ
出
候
而
着
座
之
者
挨
拶
可
申
事
」
と
「
定
帳
」
に

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
早
朝
か
ら
祭
り
の
準
備
を
終
え
て
先
に
「
名
頭
」
を
待
つ

と
、
各
名
頭
は
羽
織
・
袴
に
正
装
し
、
参
上
す
る
。
名
頭
全
員
が
出
席
し
な
い
と
い
っ

さ
い
の
神
事
は
始
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
い
、
氷
室
神
社
の
よ
う
に
寄
り
子
が
座
頭
を

迎
え
に
行
く
「
七
度
半
迎
え
」
の
仕
来
り
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
い
か
に
名
頭
が

権
威
を
振
る
っ
て
い
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

祭
り
は
ま
ず
、
境
内
の
中
庭
で
行
わ
れ
る
「
湯
立
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
、
神

主
が
湯
に
浸
し
た
笹
の
葉
で
神
殿
周
囲
を
清
め
る
こ
と
で
あ
る
。
午
前
中
は
主
に
拝

殿
で
「
氏
子
入
り
」
が
行
わ
れ
る
。
新
し
く
生
ま
れ
た
子
や
結
婚
な
ど
で
新
た
な
住

民
に
な
っ
た
人
が
、
祭
り
を
迎
え
た
こ
の
日
を
機
に
氏
神
に
参
り
、
清
め
て
も
ら
う
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こ
と
で
「
氏
子
入
り
」
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

午
後
一
時
こ
ろ
に
な
る
と
、
氏
子
の
子
供
た
ち
が
当
屋
に
集
ま
り
、「
頭
う
ち
）
41
（

」

を
行
う
。
こ
の
際
、寄
り
子
の
一
人
が
幟
を
一
本
持
ち
、「
頭
う
ち
」
を
迎
え
に
行
く
。

そ
の
後
神
社
に
戻
る
と
、
境
内
で
再
び
「
か
し
ら
う
ち
」
を
披
露
す
る
。

一
時
半
ご
ろ
、
秋
祭
り
の
祭
典
が
始
ま
る
。　
　

宮
座
の
儀
礼
は
次
の
順
に
行
わ
れ
る
。

　「
座
張
り
」　　

羽
織
袴
姿
の
十
人
の
名
頭
が
、
図
2
の
よ
う
に
①
か
ら
⑩
ま
で
拝
殿
の
定
め
ら

れ
た
座
に
つ
く
。
各
座
の
前
に
は
大
・
中
・
小
の
三
つ
の
椀
と
、
白
の
小
餅
・
小

豆
餅
（
各
五
個
）・
サ
ヤ
豆
を
の
せ
た
角
膳
が
置
か
れ
、
二
人
の
寄
子
が
左
右
に

つ
い
て
給
仕
役
を
つ
と
め
る
。
ま
た「
定
帳
」に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、こ
の
と
き
、

神
主
は
名
主
座
と
は
別
の
神
前
の
前
に
設
け
ら
れ
た
席
に
座
る
。「
定
帳
」
に
は
、

こ
れ
を
「
神
前
宮
座
」
と
い
い
、
一
人
の
寄
り
子
が
給
仕
役
を
つ
と
め
る
。

神前宮座
（神主）
給仕１人
　　　　　

右　　　　　　　左
名郷本　座横②　　　　　①横座　助宗名
名下高　座二④　　給　　③二座　鏡　名
名野吉　座三⑥　　仕　　⑤三座　峠　名
名　仲　座四⑧　　人　　⑦四座　梅田名

名部千賀　座五⑩　　二　　⑨五座　次郎代名
人

図2　亀尾神社の名主座の配置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
露
払
い
の
御
礼
」

ま
ず
、
①
左
横
座
助
宗
名
の
名
頭
が
盃
を
持
ち
、「
露
払
い
の
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
宮
座
に
上
が
り
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
る
と
、
神
主
よ
り
「
は
い
」
と
返

事
す
る
。
す
る
と
、
一
同
、
給
仕
人
が
注
い
だ
御
神
酒
を
飲
む
。
今
度
は
②
右
横

座
本
郷
名
の
名
頭
よ
り
①
と
同
様
の
口
上
を
述
べ
、「
は
い
」
の
返
事
と
同
時
に

御
神
酒
を
い
た
だ
く
。続
い
て
③
か
ら
⑩
ま
で
の
名
頭
も
同
じ
作
法
を
繰
り
返
し
、

そ
の
都
度
、
名
頭
一
同
御
神
酒
を
い
た
だ
く
。

露
払
い
の
御
礼
が
終
わ
る
と
、
続
い
て
二
献
目
の
御
礼
が
始
ま
る
。

「
二
献
目
の
御
礼
」

「
ニ
コ
ン
メ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」
と
助
宗

名
の
名
頭
が
口
上
を
述
べ
る
。
神
主
よ
り
「
は
い
」
と
返
事
を
す
る
と
、
一
同
御

神
酒
を
い
た
だ
く
。
や
は
り
同
じ
く
本
郷
名
の
名
頭
が
口
上
を
述
べ
、
全
員
で
御

神
酒
を
い
た
だ
く
。
そ
の
後
を
追
い
、
③
か
ら
⑩
ま
で
の
名
頭
も
同
じ
作
法
を
繰

り
返
し
、
そ
の
都
度
、
名
頭
一
同
御
神
酒
を
い
た
だ
く
。　

以
下
も
同
じ
順
序
に
よ
っ
て
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。

「
イ
モ
ノ
コ
の
御
礼
」

①
か
ら
「
イ
モ
ノ
コ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」

と
尋
ね
る
。
す
る
と
神
主
が
「
は
い
」
と
答
え
る
。
御
神
酒
と
一
緒
に
蒸
し
た
芋

の
子
（
里
芋
）
を
食
べ
る
。
②
か
ら
⑩
ま
で
同
様
に
繰
り
返
す
。

　「
サ
ヤ
豆
の
御
礼
」

①
か
ら
「
サ
ヤ
マ
メ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」

と
尋
ね
る
。
神
主
よ
り
「
は
い
」
と
返
答
す
る
と
、
注
が
れ
た
御
神
酒
と
一
緒
に

枝
に
つ
い
た
ま
ま
ゆ
で
た
サ
ヤ
豆
を
食
べ
る
。②
か
ら
⑩
ま
で
同
様
に
繰
り
返
す
。
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　「

ご
飯
の
御
礼
」

①
か
ら
「
御
飯
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
座
に
あ
が
り
ま
し
た
か
」
と
尋

ね
る
。
神
主
よ
り
「
は
い
」
と
答
え
る
。
こ
の
儀
礼
は
、
実
際
ご
飯
は
出
ず
、
御

神
酒
だ
け
を
飲
む
。
追
っ
て
②
か
ら
⑩
ま
で
同
様
に
繰
り
返
す
。

以
上
で
す
べ
て
の
御
礼
行
事
が
終
わ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
を
「
定

帳
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

一
、
左
座
よ
り
も
露
拂
之
御
禮
申
也
、
右
座
よ
り
同
断
左
も
右
も
次
第
々
々
ニ

右
同
断
也

一
、
二
盃
め
の
御
禮
申
ま
す
と
申
也
宮
座
よ
り
答
ル　

一
、
三
盃
め
に
ハ
ぼ
う
る
い
の
御
禮
申
也
宮
座
よ
り
答
ル　
　
　
　
　

　
　
　

但
ぼ
う
る
い
と
ハ
い
も
の
子
の
汁
な
り

一
、
四
盃
め
に
ハ
下
タ
膳
の
御
礼
申
也

但
下
タ
膳
と
ハ
笹
葉
を
組
ゆ
で
豆
と
割
大
根
と
も
る
な
り
又
壱
組
に
ハ

ふ
き
菜
を
も
る
な
り

　
　

此
弐
品
ぜ
ん
ニ
居
出
ス
な
り
汁
は
大
根
を
ろ
し
の
み
也
汁
び
し
ゃ
く
ニ

ハ
ゆ
す
の
が
わ
を
致
ス
也

一
、
五
盃
め
に
ハ
京
の
飯
と
て
御
め
し
を
も
る
上
ニ
又
飯
少
シ
宛
置
な
り
是
を

ご
は
ん
と
申
也
又
給
仕
人
膳
ニ
箸
を
居
一
膳
宛
持
参
致
セ
バ
其
は
し
ニ
て

其
ぜ
ん
ニ
ご
は
ん
を
取
置
其
時
ご
は
ん
の
御
禮
申
也　

又
名
頭
人
足
弐
人

ツ
ゝ
連
申
也
人
足
衆
へ
も
御
膳
を
居
申
也
め
し
後
ニ
酒
を
ま
わ
し
申
也

　
の
よ
う
に
、名
称
と
そ
の
内
容
が
今
は
か
な
り
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
二
盃
目
」
は
「
ニ
コ
ン
メ
（
二
献
目
）」
を
さ
し
、「
イ
モ
ノ
コ
の
御
礼
」
は
「
ぼ

う
る
い
の
御
礼
」
と
い
い
、「
い
も
の
子
の
汁
」
を
意
味
し
て
い
る
が
、
今
の
儀
礼

で
は
里
芋
を
蒸
し
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。
四
献
目
は
「
下
タ
膳
の
御
礼
」
と
し
、

「
下
タ
膳
と
ハ
笹
葉
を
組
ゆ
で
豆
と
割
大
根
と
も
る
な
り
云
々
」
と
あ
る
。
五
献
目

の
「
御
飯
の
御
礼
」
に
は
、「
京
の
飯
と
て
御
め
し
を
も
る
上
ニ
又
飯
少
シ
宛
置
な

り
是
を
ご
は
ん
と
申
也
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
代
城
の
倉
嶋
神
社

の
儀
礼
に
見
ら
れ
る
円
錐
形
に
高
く
盛
り
あ
げ
た
御
飯
を
連
想
さ
せ
る
が
、
亀
尾
神

社
の
御
飯
の
御
礼
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
御
礼
が
終
わ
る
と
、
当
屋
以
外
の
名
頭

に
帯
同
し
た
「
人
足
衆
」
に
も
御
膳
と
酒
が
廻
さ
れ
た
こ
と
も
こ
の
祭
り
の
特
徴
で

あ
る
。

「
御
神
幸
」

御
輿
を
担
ぐ
役
の
寄
子
を
輿こし
も
り守
と
い
う
。
ま
ず
、4

人
の
輿
守
が
白
装
飾
に
着

替
え
る
と
神
主
か
ら
清
め
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
拝
殿
の
収
納
の
中
に
収
め
て
お
い

た
御
輿
を
拝
殿
に
運
び
出
す
。
神
主
が
本
殿
に
上
り
、
御
神
体
を
胸
元
に
隠
す
よ

う
に
し
て
持
ち
出
し
、
ウ
ー
と
声
を
立
て
な
が
ら
御
輿
の
中
に
収
め
る
。
当
屋
に

は
金
幣
、
他
の
名
頭
に
白
幣
の
御
幣
が
渡
さ
れ
る
。
御
輿
は
境
内
を
一
周
し
た
あ

と
神
事
場
に
向
か
う
。「
定
帳
」
の
「
御
幸
行
烈ﾏﾏ
」
に
は

一
、
御
輿
并
神
主
御
友　

但
輿
守
ハ
當
組

　
　
　

次
に

一
、
祝
詞
御
幣　
　
　

助
宗
并
本
郷

　
　
　

次
に

一
、
御
當
祝
詞
御
幣
弐
本
之
内
當
年
當
ハ
御
輿
よ
り
跡
ニ
付
な
り　

　
　
　

次
に

一
、
御
神
膳
三
ぜ
ん　

鏡
名　

高
下
名　

峠
名

　
　

并
御
宝
物
持
三
人
座
之
内
よ
り
其
外
御
神
具
當
組
よ
り
持
な
り

　
　
　

次
に

一
、
通
り
物
品
々
年
々
ニ
よ
り
出
来
申
候　
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次
に

一
、
獅
子　

先
拂　

大
皷

　
と
あ
る
。
御
幣
の
順
序
は
助
宗
名
と
本
郷
名
に
続
き
、
当
年
の
当
屋
が
そ
の
後
に
続

く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
御
供
物
は
鏡
名
・
高
下
名
・
峠
名
と
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、

現
在
は
は
っ
き
り
と
し
た
決
ま
り
は
な
い
。「
御
宝
物
持
三
人
座
之
内
よ
り
」
と
あ

る
が
、「
御
宝
物
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
は
今
日
の
儀
礼
で
は
わ

か
り
か
ね
る
。

現
在
の
御
輿
の
行
列
で
は
先
払
い
（
若
連
中
）・
獅
子
・
太
鼓
・
神
輿
・
神
主
・
名
頭
・

総
代
・
供
物
・
幟
の
順
に
後
を
追
う
。
御
輿
は
神
社
の
下
の
「
御
神
事
場
」
ま
で
御

神
幸
を
行
う
。
こ
の
と
き
、
境
内
に
い
た
一
般
の
氏
子
や
道
ば
た
で
見
守
っ
て
い
た

氏
子
が
自
然
に
そ
の
後
を
追
い
、
行
列
に
加
わ
る
格
好
に
な
る
。
神
事
場
は
前
述
の

神
田
よ
り
少
し
西
の
細
い
道
路
わ
き
に
面
し
た
山
の
裾
に
位
置
し
、
ヤ
シ
メ
が
立
て

ら
れ
て
あ
る
。
御
輿
を
置
け
る
平
ら
な
石
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
御
輿
を

置
い
て
お
く
。
御
輿
の
前
に
板
状
の
台
を
も
う
け
、
白
米
・
玄
米
・
大
根
・
神
酒
を

陳
列
し
て
お
く
。
ま
た
、
一
〇
本
の
御
幣
も
そ
の
前
に
並
べ
る
。
神
主
が
音
頭
を
と

る
と
一
同
は
道
ば
た
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
頭
を
さ
げ
る
。
神
主
が
一
人
ひ
と
り
の
頭
に

御
幣
を
当
て
な
が
ら
清
め
る
。
ま
た
御
輿
に
向
か
っ
て
お
祓
い
の
祝
詞
を
唱
え
る
。

そ
の
後
、
御
神
酒
が
配
ら
れ
る
。
こ
の
行
事
が
終
わ
る
と
、
御
輿
は
す
ぐ
に
神
社
に

戻
ら
ず
、
家
屋
の
新
築
や
増
築
等
の
め
で
た
い
家
に
お
祝
い
に
行
く
。
そ
の
よ
う
な

家
で
は
敷
地
内
を
御
輿
で
一
周
し
た
あ
と
、
床
の
間
の
あ
る
座
敷
に
御
輿
を
担
ぎ
入

れ
る
。
神
主
が
家
人
と
神
棚
を
払
い
清
め
る
。
そ
れ
か
ら
主
よ
り
神
主
及
び
輿
守
は

酒
・
肴
で
接
待
さ
れ
る
。

御
神
体
を
の
せ
た
御
輿
が
神
社
に
戻
ら
な
い
か
ぎ
り
、次
の
行
事
が
進
ま
な
い
が
、

祝
い
に
行
っ
た
家
が
多
か
っ
た
り
、
ご
馳
走
に
よ
ば
れ
た
り
す
る
と
な
か
な
か
腰
を

上
げ
よ
う
と
し
な
い
。
あ
る
年
は
夕
方
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

御
輿
が
戻
ら
ず
、
困
り
切
っ
た
神
主
が
呼
び
戻
し
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

御
輿
は
神
社
に
戻
る
と
、
境
内
を
左
の
方
へ
一
周
し
て
か
ら
拝
殿
に
入
る
。
神
主

が
祝
詞
を
あ
げ
、
一
同
、
二
拍
二
礼
の
後
、
御
神
体
が
本
殿
に
戻
さ
れ
る
と
、
御
輿

も
元
ど
お
り
に
納
め
ら
れ
る
。

「
当
屋
渡
し
」

御
神
幸
の
行
事
が
終
わ
る
と
、
神
主
と
名
頭
が
本
来
の
席
に
着
座
す
る
。
神

主
と
名
頭
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
、
本
年
度
の
当
屋
が
来
年
度
の
当
屋
に
「
当

屋
渡
し
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
と
、
来
年
の
当
屋
が
「
お
受
け
い
た
し
ま
す
」

と
返
事
す
る
。
す
る
と
、
両
当
屋
に
は
神
主
が
、
他
の
名
頭
に
は
給
仕
人
が
御

神
酒
を
注
ぐ
。
最
後
は
神
主
が
御
幣
で
一
同
を
清
め
、
宮
座
の
儀
礼
は
す
べ
て

終
了
す
る
。

「
当
屋
渡
し
」
に
つ
い
て
も
「
定
帳
」
に

一
、
年
當
御
神
楽
相
濟
来
年
當
渡
シ

　
　
　
　

次
に

一
、
十
座
よ
り
御
酒
差
上
ヶ
申
也

　
　

其
時
神
主
皷
腰
を
懸
ヶ
玉
ふ
な
り
其
時
十
座
ヨ
リ
小
う
た
い
一
ツ
ツ
ゝ
う

た
い
可
申
也

　
　
　
　

次
に

一
、
給
仕
人
弐
人
ぜ
ん
に
盃
五
ツ
ツ
ゝ
居
へ
神
主
の
御
酒
其
盃
へ
請
ヶ
横
座
へ

居
へ
横
座
よ
り
座
中
へ
く
ば
る
也

一
、
六
盃
め
に
ハ
直
し
さ
か
つ
き
也

一
、
七
盃
め
に
ハ
御
す
い　

但
此
時
餅
を
盛
ル
な
り

と
見
ら
れ
、
当
屋
渡
し
の
後
も
「
小
唄
」
や
「
直
し
さ
か
つ
き
」、「
御
す
い
」
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
い
っ
さ
い
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、「
定
帳
」
に
、
来
年
当
に
「
幟
櫃
幟
さ
お
を
来
年
當
へ
相
渡
ス
定
メ
二
而
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御
座
候
也
」
と
あ
る
が
「
幟
櫃
幟
さ
お
」
は
祭
り
終
了
後
、
神
社
に
収
納
し
て
お
く

だ
け
で
あ
る
。
当
屋
を
受
け
た
家
に
は
「
御
七
五
三
上
ヶ
」
が
行
わ
れ
た
が
、
今
日

は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

儀
礼
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
来
年
の
当
屋
に
御
供
餅
が
渡
さ
れ
る
。
来
年
の
当

屋
は
そ
の
組
内
の
寄
子
に
「
来
年
当
屋
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
を
し
、
御
供
餅
を
配
る
。
ま
た
、
一
般
の
氏
子
た
ち
に
は
半
紙
に
包

ま
れ
た
「
御
洗
米
」
と
神
社
の
札
が
配
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
日
を
機
に
祭
り
の
後

片
付
け
は
来
年
の
当
屋
組
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
4
）亀
尾
神
社
の
祭
祀
構
造
と
特
質　

こ
こ
ま
で
、
亀
尾
神
社
の
祭
祀
を
、
組
織
と
儀
礼
の
両
側
面
か
ら
見
て
き
た
。
地

縁
に
基
づ
く
名
主
と
寄
子
と
い
う
結
合
関
係
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
も
う
一
度
名
主
座
に
よ
る
当
屋
制
祭
祀
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

か
つ
て
美
作
地
方
を
調
査
さ
れ
た
肥
後
和
男
氏
は
、同
地
の
祭
祀
組
織
の
特
徴
を
、

①
特
に
名
主
座
的
性
格
が
強
い
こ
と
。②
株
座
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

座
席
が
固
定
し
て
、
年
齢
に
よ
る
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
。
③
そ
れ

だ
け
年
齢
階
級
的
構
造
が
乏
し
い
こ
と
。
④
歴
史
的
に
は
荘
園
体
制
に
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
ら
し
い
こ
と
。
⑤
そ
の
た
め
株
と
い
っ
て
も
昔
の
名
主
と
作
人
の
結
合
関

係
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
）
42
（

を
列
挙
し
て
お
ら
れ
る
。も
っ
と
も
な
指
摘
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
新
見
庄
の
祭
祀
に
お
い
て
も
極
め
て
顕
著
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
は
、
ま
ず
亀
尾
神
社
の
名
主
座
の
全
体
像
を
み
て
み
る
と
、
一
〇
人
の
名

頭
か
ら
な
る
本
座
と
神
前
宮
座
の
神
主
、
そ
し
て
三
人
の
給
仕
役
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
本
座
は
左
座
と
右
座
に
五
人
ず
つ
分
か
れ
て
い
て
、
特
に
左
座
の
助
宗
名
の

名
頭
を
座
頭
と
称
し
、
座
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
が
目
立
つ
。
名
頭
は
そ
の
資
格
が

名
株
の
所
有
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
。
名
株
と
は
名
頭
の
屋
敷
と
田
畑
を
意
味
し
、

そ
れ
の
売
買
な
い
し
譲
渡
に
よ
っ
て
名
の
権
利
も
授
受
さ
れ
る
。
現
在
の
名
頭
の
中

に
も
、
こ
う
し
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。

名
頭
は
名
の
順
番
に
基
づ
き
、
当
屋
を
つ
と
め
る
。
当
屋
は
、
当
組
と
い
う
組
織

を
有
す
る
。
当
組
は
、
氏
子
の
下
部
組
織
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
氏
子
集
団
が
祭
り
に

な
る
と
、
い
く
つ
か
の
組
と
し
て
編
成
さ
れ
て
機
能
す
る
の
で
、
氏
子
は
当
組
と
し

て
祭
り
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。
氷
室
神
社
の
長
久
部
落
に
も
氏
子
が
当
組
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
）
43
（

。
そ
の
人
数
ま
た
は
戸
数
は
限
ら
れ
て
い
て
、
亀
尾

で
は
三
部
落
の
中
か
ら
一
〇
人
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
当
屋
と
当
組
の
関

係
は
ま
さ
に
名
頭
と
寄
子
の
結
合
関
係
を
よ
り
具
体
化
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
名
の

代
表
者
で
あ
る
各
名
頭
に
は
、
名
域
で
小
作
を
お
こ
な
っ
て
い
る
寄
子
を
そ
の
系
列

に
持
ち
、
様
々
な
面
に
お
い
て
主
従
関
係
を
示
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
頂
点

に
立
つ
名
頭
は
終
戦
直
後
ま
で
神
事
外
に
お
い
て
も
彼
ら
寄
子
の
生
活
関
係
に
関
与

す
る
が
如
き
関
係
を
有
し
て
い
た
）
44
（

と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
名
頭
―
寄
子
関
係
は
儀
礼
に
お
い
て
は
い
っ
そ
う
明
白
に
あ
ら
わ
れ

る
。
名
頭
中
心
に
神
事
が
営
ま
れ
、
寄
子
衆
は
給
仕
役
や
輿
守
な
ど
の
補
佐
役
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、「
定
帳
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
祭
り
に
お

い
て
当
屋
組
の
寄
子
に
は
経
済
的
な
負
担
も
課
せ
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
に
寄
子
の
名
頭
に
対
す
る
隷
属
的
と
も
い
う
べ
き
立
場
は
、
近
代
に
お

い
て
宮
座
制
の
改
変
と
と
も
に
克
服
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。
と
は
い
っ
て
も

氷
室
神
社
に
し
ろ
、
亀
尾
神
社
に
し
ろ
、
名
主
制
に
よ
る
当
屋
祭
祀
は
依
然
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
名
頭
と
寄
子
の
関
係
も
当
屋
祭
祀
の
基
本
構
造
を
な
し
て
い
る
こ

と
は
変
わ
り
は
な
い
。
こ
う
し
た
両
者
の
力
学
関
係
は
一
時
、
座
外
か
ら
、
座
の
封

建
性
を
批
判
す
る
声
）
45
（

に
つ
な
が
る
原
因
で
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

村
落
社
会
は
生
活
共
同
体
で
あ
り
、
信
仰
共
同
体
で
も
あ
る
。
村
が
変
わ
る
と
信

仰
の
有
り
様
も
変
わ
っ
て
い
く
。
新
見
庄
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
背
負
っ
て
行
わ
れ
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て
き
た
宮
座
祭
祀
と
は
い
え
、
そ
の
共
同
体
に
お
け
る
歴
史
性
を
意
識
し
え
な
く
な

る
と
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
氷
室
神
社
と
亀

尾
神
社
の
名
主
座
に
よ
る
祭
祀
組
織
は
戦
後
、
特
に
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
代

を
境
に
大
き
く
改
変
し
た
。
そ
の
一
連
の
変
化
の
過
程
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
っ
と
も
大
き
い
原
因
は
共
同
体
社
会
そ

の
も
の
の
変
化
で
あ
る
。
と
く
に
氷
室
神
社
は
か
つ
て
村
社
と
し
て
機
能
し
、
高
瀬

の
全
域
か
ら
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
当
時
は
ま
だ
名
頭
た
ち
の

影
響
力
が
残
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
土
地
を
持
た
な
い
小
作
人
に
と
っ
て
は
名

主
と
の
関
係
は
生
存
の
問
題
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
、
農
地
改

革
に
よ
っ
て
小
作
人
も
土
地
の
所
有
が
可
能
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん
名
頭
と
寄
子
の

結
合
関
係
が
薄
れ
て
い
く
。自
然
に
名
頭
の
影
響
力
も
弱
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

今
度
は
祭
り
と
な
る
と
、
名
頭
の
ほ
う
か
ら
住
民
に
頭
を
下
げ
、
寄
子
の
役
を
頼
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寄
子
の
協
力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
当
屋
も
つ
と
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
当
屋
に
と
っ
て
は
経
済
的
負
担
は
増
え
る
ば

か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
か
つ
て
の
村
社
と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
た
た
め
、

部
落
ご
と
に
氏
神
を
祀
っ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
氷
室
神
社
の
祭
り
は
「
よ
そ
の

祭
り
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
広
ま
り
、
仲
村
部
落
と
長
久
部
落
を
除
い
て
次
々
と
離

れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
一
九
五
〇
年
半
ば
ま
で
の
高
瀬
の
実
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
両

部
落
を
氏
子
に
し
、
再
編
し
た
の
が
今
の
祭
祀
組
織
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
的
状

況
は
亀
尾
神
社
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
氷

室
の
ほ
う
が
亀
尾
よ
り
宮
座
組
織
の
崩
壊
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
両
神
社
と

も
構
造
的
に
等
し
い
祭
祀
組
織
を
持
ち
、
過
疎
と
高
齢
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
祭
り
の
に
ぎ
や
か
さ
と
住
民
の
関
心
度
は
亀
尾
の
ほ
う
が
高
い
。
そ
の
差

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
は
、
亀
尾
の
祭
り
に
は
宮

座
と
は
別
途
の
小
学
生
が
中
心
と
な
る
獅
子
祓
い
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
獅
子
祓
い
は
三
部
落
で
集
め
ら
れ
た
一
〇
人
前
後
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
、
獅
子
役
の
大
人
と
と
も
に
行
う
一
種
の
芸
能
で
あ
る
。
子
ど
も
は

親
と
経
験
者
の
指
導
で
練
習
に
励
み
、
祭
り
の
日
に
境
内
で
披
露
す
る
。
そ
れ
か
ら

当
屋
の
家
に
移
り
、
獅
子
祓
い
を
披
露
す
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
過
程
は
親
や
祖
父

母
が
見
守
る
中
で
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
周
辺
は
ひ
と
た
ま
り
が
で
き
、
ま
さ
に
田

舎
ら
し
い
祭
り
の
情
景
が
演
出
さ
れ
る
の
だ
。
こ
う
し
た
光
景
は
氷
室
で
は
見
ら
れ

な
い
。
名
頭
や
当
番
の
寄
子
以
外
の
、
子
ど
も
や
女
性
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
お
参
り
す
る
住
民
も
疎
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
亀
尾
で
は
、
過
疎
と
は
い
え
出
来

る
限
り
祭
り
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
残
そ
う
と
す
る
意
識
の
末
端
が
感
じ
ら
れ
る
。

獅
子
祓
い
は
そ
の
表
れ
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
構
造
的
に
ほ
ぼ
同
一
の
神
社
祭
祀
が
、
そ
の
伝
承
へ
の
思
い
に
よ
っ

て
そ
の
存
在
意
義
を
異
に
し
て
い
る
地
域
祭
祀
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
案

の
定
、
二
〇
〇
五
年
以
降
氷
室
の
宮
座
組
織
は
格
段
と
変
質
し
て
し
ま
う
。
当
人
や

家
族
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
不
足
を
理
由
に
名
を
手
放
す
名
頭
が
続
出
し
、
現
状
の

ま
ま
で
は
祭
祀
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
困
難
に
直
面
し
た
。
つ
い
に
名
主
座
の
存

廃
が
取
り
沙
汰
さ
れ
は
じ
め
た
。

最
後
に
、
筆
者
が
目
の
当
た
り
に
し
た
宮
座
の
変
質
し
て
い
く
経
過
を
紹
介
し
、

民
俗
社
会
の
成
り
行
き
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
。

ま
ず
、
二
〇
〇
六
年
一
月
八
日
、
長
久
部
落
の
初
寄
合
の
時
、
秋
祭
り
の
当
屋
に

つ
い
て
若
干
の
話
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
ま
で
六
名
を
長
久
三
名
、
仲
村
三
名

ず
つ
（
そ
の
う
ち
一
名
ず
つ
は
部
落
持
ち
）
分
け
て
持
っ
て
い
た
が
、
去
年
の
秋
祭

り
あ
た
り
か
ら
仲
村
部
落
の
名
頭
二
人
が
辞
め
る
意
思
を
表
明
し
、
長
久
部
落
も
一

人
が
辞
め
て
し
ま
っ
た
の
で
、
実
際
に
残
っ
て
い
る
名
頭
は
長
久
名
（
大
原
家
・
井

田
家
）
だ
け
に
な
る
事
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
今
年
の
当
屋
は
長
久
名

の
井
田
家
で
あ
る
が
、
当
人
の
井
田
氏
は
仕
事
の
関
係
で
早
く
か
ら
山
口
に
在
住
し

て
お
り
、
祭
り
に
は
戻
っ
て
は
来
る
が
、
現
在
病
気
を
患
っ
て
い
る
こ
と
で
、
ど
う

や
ら
今
年
は
当
屋
を
つ
と
め
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
大
原
家
の

人
よ
り
「
も
し
、
井
田
さ
ん
が
当
屋
を
出
来
ん
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
う
ち
も
半
名
を

持
っ
て
い
る
し
、
代
わ
り
に
や
っ
て
も
か
ま
わ
ん
」
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
の
発
言
を
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し
た
と
い
う
。
事
実
、
半
名
は
丸
名
よ
り
当
屋
が
廻
っ
て
く
る
の
が
倍
以
上
（
一
二

年
目
）
も
か
か
る
の
で
、
今
回
代
わ
り
に
当
屋
を
つ
と
め
て
も
そ
れ
ほ
ど
負
担
に
な

ら
な
い
と
、
自
ら
当
屋
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
は
話

題
だ
け
で
あ
っ
て
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
。

六
月
一
六
日
、夏
祭
り
の
時
、再
び
改
革
の
話
が
出
た
が
、結
論
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。一

〇
月
八
日
、
宮
総
代
の
寄
合
が
開
か
れ
、
古
式
の
存
廃
を
問
う
氏
子
総
会
を

一
五
日
に
開
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
〇
月
一
五
日
、
午
後
７
時
、
高
瀬
公
民
館
（
仲
村
部
落
に
所
在
）
で
氏
子
一
同

が
集
ま
る
）
46
（

。

両
部
落
合
わ
せ
て
三
九
軒
（
二
〇
〇
六
年
現
在
）
の
う
ち
、
二
一
軒
の
代
表
（
う

ち
女
性
一
人
）
が
参
加
（
委
任
状
を
出
し
た
家
は
別
途
）
さ
れ
た
。
宮
総
代
長
か
ら

古
式
を
続
け
る
か
ど
う
か
の
提
議
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
賛
否
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

結
果
的
に
は
挙
手
評
決
に
よ
っ
て
存
続
が
決
ま
っ
た
が
、
従
来
の
名
頭
を
廃
止
し
、

そ
の
代
わ
り
に
両
部
落
の
三
役
が
名
に
座
り
、部
落
が
当
屋
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
も
と
も
と
当
屋
の
資
格
が
な
い
「
三
人
宮
座
」
は
本
人
ら
が
希
望
す
る
か
ぎ

り
役
を
つ
と
め
て
も
ら
う
こ
と
を
決
め
た
。

以
上
で
、
一
時
廃
止
に
な
り
か
か
っ
て
い
た
当
屋
祭
祀
が
、
そ
の
内
部
に
お
い
て

は
変
形
し
た
も
の
の
、
外
見
的
に
は
名
主
座
の
面
影
を
留
め
る
形
を
と
っ
た
。
し
か

し
、
先
祖
代
々
名
頭
を
つ
と
め
て
き
た
長
久
名
だ
け
に
、
一
人
で
も
当
屋
を
つ
と
め

よ
う
と
し
た
大
原
家
の
意
思
が
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
り
、「
三
人
宮
座
」
の
存
在
も

最
初
か
ら
論
外
と
さ
れ
た
り
し
て
、
今
後
の
進
展
に
よ
っ
て
は
新
た
な
葛
藤
も
孕
ん

で
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
、
そ
の
後
の
祭
り
の
観
察
で
は
両
部
落
の
三

役
、
つ
ま
り
部
落
長
・
副
部
落
長
・
会
計
が
宮
座
を
つ
と
め
る
が
、
儀
礼
に
対
す
る

見
習
い
や
事
前
学
習
が
な
い
ま
ま
儀
礼
に
臨
ん
で
い
た
た
め
、
右
往
左
往
す
る
は
か

り
だ
っ
た
。
結
局
、
前
座
頭
で
あ
っ
た
大
原
家
の
指
図
に
頼
り
、
神
事
を
終
え
る
羽

目
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
氷
室
神
社
の
変
質
は
民
俗
の
伝
承
母
体
で
あ
る
地
域
社

会
が
、
そ
れ
ら
の
民
俗
と
い
か
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
を
見
せ
付
け
ら
れ
た
一
例

で
あ
り
、
地
域
民
俗
の
現
在
と
未
来
を
考
え
る
う
え
で
、
今
後
の
展
開
に
注
目
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

註（
1
）　

肥
後
和
男
「
美
作
の
宮
座
」　
『
美
作
の
宮
座
』（
和
歌
森
太
郎
編
）吉
川
弘
文
館
、一
九
六
三
、

一
九
三
頁

（
2
）　

平
山
正
道
「
岡
山
県
新
見
地
方
の
宮
座
・（
続
）」『
岡
山
民
俗
』
第
九
一
号
・
第
九
二
号　

共
に
一
九
七
一

（
3
）　

加
原
耕
作
「
神
社
祭
祀
」『
新
郷
・
美
甘
の
民
俗
』
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三　

（
4
）　

長
谷
川
明
「
新
見
庄
の
宮
座
」『
新
見
庄
』
備
北
民
報
社
、
一
九
八
三

（
5
）　

崔
杉
昌
「
備
中
高
瀬
に
お
け
る
民
俗
宗
教
の
変
容
に
つ
い
て
」『
日
本
学
報
』
第
十
一
号
、

大
阪
大
学
文
学
部
日
本
学
研
究
室
編
、
一
九
九
二

（
6
）　

同
「
旧
新
見
庄
の
神
社
祭
祀
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
五
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
7
）　

神
郷
町
は
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
を
期
に
、
大
佐
町
、
哲
多
町
、
哲
西
町
と
と
も
に
新
見

市
に
合
併
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
数
字
の
デ
ー
タ
ー
は
合
併
以
前
の
町
時
代
の
も
の
で
あ

る
。

（
8
）　
「
部
落
」
と
い
う
言
葉
が
差
別
用
語
と
し
て
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
平
成

一
四
年
か
ら
「
地
区
」
と
変
更
し
た
。
し
か
し
、
地
元
で
は
ま
だ
「
部
落
」
の
方
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
。

（
9
）　

仲
村
部
落
の
石
垣
家
の
先
祖
が
氷
室
神
社
の
神
主
で
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
家
に
火
事
が
起
こ

り
、
宮
関
係
の
文
書
を
消
失
し
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
石
垣
家
の
屋
号
ヨ
コ
ヤ
は
神
主
の

家
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
亀
尾
神
社
の
寛
政
四
年
の
文
書
に
は
「
神
主　

石
垣
和

泉
」
と
出
て
お
り
、
石
垣
家
の
祖
先
と
推
測
さ
れ
る
。

（
10
）　
『
神
郷
町
史
』
神
郷
町
、
一
九
七
一
、四
二
二
〜
四
二
三
頁

（
11
）　

加
原
耕
作
「
神
社
祭
祀
」『
新
郷
・
甘
美
の
民
俗
』（
岡
山
県
教
育
委
員
会
編
）、
一
九
七
三
、

六
一
頁
。
そ
の
他
の
歴
史
的
研
究
と
し
て
は
、
我
妻
建
治
「
新
見
庄
の
「
村
落
」
の
構
成
的
展

開
（
上
）・（
下
）」（『
日
本
歴
史
』
第
一
二
〇
号
・
一
二
一
号
、
一
九
五
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）　

一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
め
ま
で
の
、
調
査
当
時
の
名
頭
は
大
原
真
一
氏

（
大
正
一
二
年
生
ま
れ
）
で
あ
る
。
彼
は
一
九
五
二
年
か
ら
名
頭
を
つ
と
め
て
い
る
。
現
在
は

息
子
の
公
仁
氏
が
継
承
し
て
い
る
。

（
13
）　

崔
杉
昌
「
宮
座
と
村
落
共
同
体
の
一
考
察
―
岡
山
県
神
郷
町
高
瀬
の
事
例
を
中
心
に
―
」『
待

兼
山
論
叢
』
第
二
二
号
日
本
学
編
（
大
阪
大
学
）、
一
九
八
八
、四
頁
。
氷
室
の
氏
子
は
ホ
ウ
ノ
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ウ
キ
で
下
駄
を
拵
え
、
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
14
）　

崔
杉
昌
「
備
中
高
瀬
に
お
け
る
民
俗
宗
教
の
変
容
に
つ
い
て
―
宮
座
の
事
例
を
中
心
に
―
」

『
日
本
学
報
』
第
十
一
号　

大
阪
大
学
文
学
部
日
本
学
研
究
室
、
一
九
九
二
、二
九
〜
三
〇
頁

（
15
）　

長
久
部
落
長
持
ち
廻
し
の
帳
簿
の
記
録
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
16
）　

か
つ
て
は
、
当
屋
に
な
る
と
正
月
に
は
家
の
周
り
に
注
連
を
張
っ
た
り
、
竹
を
立
て
た
り
し

た
（
大
原
真
一
氏
、
大
正
一
二
年
）。
戦
前
は
他
部
落
か
ら
も
四
〇
人
ぐ
ら
い
の
寄
子
が
当
屋

に
集
ま
っ
て
、
注
連
を
飾
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
長
谷
喜
代
蔵
氏
、
明
治
三
六
年
生
ま
れ
）
と
い

わ
れ
る
。

（
17
）　
「
ヤ
シ
メ
」は
上
梅
田
部
落
の
亀
尾
神
社
に
も
見
ら
れ
る
が
、祭
り
の
標
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

神
輿
が
巡
行
す
る
聖
な
る
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　

神
主
が
当
屋
に
泊
ま
る
の
は
伝
統
的
慣
行
と
い
う
よ
り
、
交
通
の
便
が
悪
か
っ
た
時
代
、
他

所
か
ら
来
ら
れ
る
神
主
に
対
す
る
礼
遇
の
次
元
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る

（
19
）　

長
久
名
の
大
原
氏
に
よ
る
と
、
本
来
は
左
座
と
右
座
が
交
互
に
供
え
物
を
神
殿
に
捧
げ
る
行

事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
は
「
新
式
」
の
時
に
供
え
て
お
く
の
で
、
こ
れ
を
確
認

し
な
が
ら
座
の
成
員
た
ち
が
共
食
す
る
意
味
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
20
）　

高
橋
統
一
「
宮
座
制
覚
書
」（『
民
族
学
か
ら
見
た
日
本
』）
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
〇
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）　

関
敬
吾
「
宮
座
研
究
の
一
つ
の
問
題
点
―
秘
密
結
社
と
し
て
の
宮
座
」『
関
敬
吾
著
作
集
』

七
民
俗
学
の
歴
史
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
一
、二
四
〇
頁

（
22
）　

氷
室
神
社
の
夏
祭
り
に
は
「
名
主
座
」
の
儀
礼
は
見
ら
れ
ず
、
名
頭
も
一
般
の
氏
子
同
様
に

参
加
し
て
い
る
。

（
23
）　

安
藤
精
一
『
近
世
宮
座
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
、三
頁

（
24
）　

備
中
国
新
見
荘
は
現
在
の
新
見
市
と
神
郷
町
に
広
が
っ
て
い
た
荘
園
で
、
初
め
は
皇
室
領
、

鎌
倉
時
代
末
か
ら
は
東
寺
領
と
な
っ
た
。
旧
新
見
庄
の
史
料
と
し
て
は
東
寺
百
合
文
書
ク
、「
備

中
国
新
見
庄
史
料
」（
瀬
戸
内
海
総
合
研
究
所
編
）
な
ど
が
あ
る
。

（
25
）　
『
神
郷
町
史
』
一
九
七
一
神
郷
町
役
場
、
四
二
〇
〜
四
二
一
頁

（
26
）　

同
上
、
四
二
一
頁

（
27
）　

亀
尾
神
社
は
も
と
十
二
社
権
現
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
勝
ガ
城
の

城
主
安
原
彦
左
衛
門
が
当
時
高
瀬
村
に
大
悪
疫
が
流
行
し
た
の
で
十
二
神
を
祀
り
権
現
様
と

し
た
（『
高
瀬
物
語
』）。

（
28
）　

座
が
左
右
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
右
座
よ
り
左
座
の
方
が
や
や
格
が

高
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
幹
治
「
宮
座
の
三
分
制
と
そ
の
象
徴
的
世
界
」『
宗
教
と
社

会
構
造
』
弘
文
堂
（
一
九
八
八
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
29
）　

加
原
耕
作　

前
掲
書
、
五
五
頁

（
30
）　
『
岡
山
県
史
』
第
十
六
巻
民
俗
Ⅱ
一
九
八
三
、五
一
頁

（
31
）　

こ
の
近
隣
で
は
千
屋
代
城
部
落
に
あ
る
倉
嶋
神
社
で
一
九
八
一
年
ま
で
「
イ
ガ
キ
（
湯
垣
）」

が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
第
五
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
32
）　

長
谷
川
明
「
新
見
庄
の
宮
座
」『
新
見
庄
』
備
北
民
報
社　

一
九
八
三
、二
五
五
〜
二
五
六
頁

（
33
）　

平
山
正
道
「
岡
山
県
新
見
地
方
の
宮
座
」『
岡
山
民
俗
』
第
九
二
号　

一
九
七
一
、三
七
三
頁

（
34
）　

そ
の
年
に
自
分
の
家
や
親
戚
に
葬
式
が
あ
っ
た
場
合
、
家
の
順
に
し
た
が
い
、
来
年
の
寄
子

と
替
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
35
）　

加
原
耕
作　

前
掲
書　

五
六
頁

（
36
）　

サ
バ
は
必
ず
「
頭
付
き
」
の
も
の
に
限
る
。
氷
室
神
社
で
は
鯛
を
供
え
る
。

（
37
）　

小
豆
餅
は
餅
米
と
小
豆
を
い
っ
し
ょ
に
混
ぜ
て
搗
い
た
も
の
で
、
薄
い
ア
ズ
キ
色
を
帯
び
て

い
る
。

（
38
）　

長
谷
川　

前
掲
書　

二
五
七
頁

（
39
）　

加
原
耕
作　

前
掲
書　

五
六
頁

（
40
）　

石
垣
和
泉
は
中
村
部
落
の
石
垣
家
の
先
祖
に
当
た
る
。
屋
号
は
ヨ
コ
ヤ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

昔
、
氷
室
神
社
の
ヨ
コ
に
神
主
で
あ
っ
た
石
垣
家
の
家
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
41
）　

町
指
定
無
形
文
化
財
で
、
戦
国
時
代
伯
耆
よ
り
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
男
児
の
舞
を
旧
楽
と
い

い
、
約
六
〇
年
前
備
後
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
「
か
し
ら
う
ち
」
を
新
楽
と
い
う
。
旧
楽
は

小
学
校
四
、五
年
の
男
の
子
一
〇
人
が
中
心
に
な
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
少
子
化
で
数
が
子
供
不

足
の
た
め
、
女
の
子
も
加
わ
っ
て
い
る
。
新
楽
は
若
連
中
が
扮
す
る
天
狗
（
二
人
）・
獅
子
（
二

人
）
が
登
場
す
る
。

（
42
）　

肥
後
和
男
「
美
作
の
宮
座
」『
美
作
の
宮
座
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四

（
43
）　

崔
杉
昌
「
宮
座
と
村
落
共
同
体
の
一
考
察
―
岡
山
の
神
郷
町
高
瀬
の
事
例
を
中
心
に
―
」『
待

兼
山
論
叢
』
第
二
二
号
（
日
本
学
編
）
大
阪
大
学
文
学
部
、
一
九
八
八
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
44
）　

平
山
正
道　

前
掲
書　

三
頁

（
45
）　

座
の
封
建
制
に
対
す
る
民
主
化
の
声
が
あ
が
り
、
一
時
は
氏
子
全
員
を
順
番
制
に
し
、
当
屋

を
廻
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
年
、
当
屋
に
な
っ
た
家
か
ら
不
幸
が
続
い
た
た
め
、

元
ど
お
り
の
や
り
方
に
戻
し
た
こ
と
も
あ
る
。

（
46
）　

長
年
こ
の
地
域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
き
た
筆
者
は
こ
の
日
の
寄
合
に
は
オ
ー

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）

（
二
〇
〇
九
年
一〇
月
二
日
受
付
、
二
〇
一〇
年
五
月
二
五
日
審
査
終
了
）
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＜資料＞

　　　　　　　　高瀬村氏神十二社権現御祭儀式定帳

　　　　　「　　　　　　　　十座名頭中

　　　　　寛政四年　　　二冊之内　

　　　　　　　　　　　　　預両横座置　

　　　　氏神十二社権現様御祭儀式定帳

　　　　　　子九月吉日

　　　　　　　　　　　　横座右座

　　　　　　　　　　　　　　　与右衛門　」（表紙ウワ書）

高瀬村氏神十二社権現様御祭り之次第

式沙法儀定之事　前々之通り此度相改置申候儀定書之事

　 當屋廻り之次第之事

助宗　吉野　次郎代　仲名　賀千部

梅田　鏡名　峠名　　高下　本郷

右横座より左横座助宗名へ廻り申也

　　御神前備物之次第之事

一、御すい　　　　そなへ申也　　　　　一、御神酒　　　　弐樽

一、白壱升　　　　御神前備米　　　　　一、白壱升　　　　祝詞熊

一、白三合　　　　舞熊　　　　　　　　一、黒米壱升　　　御七五三下シ　

一、黒米弐升壱合　七度きよめ　　　　　一、黒米壱升　　　祝詞筵代

一、黒米六合五勺　荒草代　　　　　　　一、黒米壱升　　　御七五三上ケ

一、同清浄米　　　當屋役

　　備餅之次第之事

一、餅三膳　御本社御神前本膳　　　　　一、同壱膳　　　　木山之助

　　一、同壱膳　御幸行備ル　　　　　　一、同數拾弐　　　五社七社へ

　　一、同四ツ　獅子駒狗　　　　　　　一、同拾八　　　　山神拾八社

　　一、同弐ツ　門摩守人　　　　　　　一、同壱膳　　　　拾座　茶子もち

　　一、同拾膳　拾座へ居ル　　　　　　一、同壱ぜん　　　年當

一、同三膳　来當　但内　壱ぜん當屋渡シ　壱ぜん道打　壱ぜんゆきかき

一、同壱膳　御神事之御役者へ居ル　　　一、同壱膳　　　傳九朗へ一代居ル也

　但シ壱膳ニ付餅十宛内弐ツ宛小豆もちなり、

　　餅數惣合弐百五拾六ツ也
○十座列之次第
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座　座　座　座　

二　三　四　五

名　名　田　代

　　　　　　郎

鏡　峠　梅　次　　　座の給仕人左右江入替り申事堅無用之事

座　左　宗　助　　　　　　　　　　　　　　　壱人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　給仕二人　

座　右　郷　本　　　　　　　　　　　　　　　壱人

高　吉　仲　賀　

　　　　　　千

下　野　名　部

二　三　四　五

座　座　座　座

一、神前宮座江給仕人壱人也

一、十座江給仕人弐人也

但給仕人皆々袴を着給仕致シ申候尤弐人一度二両横座之前江参り畏り両手をつき万事宜

敷様ニ御指図被成被下候と御断可申事なり

一、夫より銚子と盃と持参致シ両横座之前へ一度ニ参り申也

一、左座よりも露拂之御禮申也、右座より同断左も右も次第々々ニ右同断也

一、二盃めの御禮申ますと申也宮座より答ル

一、三盃めにハぼうるいの御禮申也宮座より答ル　　　　　

但ぼうるいとハいもの子の汁なり

一、四盃めにハ下タ膳の御礼申也

但下タ膳とハ笹葉を組ゆで豆と割大根ともるなり又壱組にハふき菜をもるなり

此弐品ぜんニ居出スなり汁は大根をろしのみ也汁びしゃくニハゆすのがわを致ス也

一、五盃めにハ京の飯とて御めしをもる上ニ又飯少シ宛置なり是をごはんと申也又給仕人膳

ニ箸を居一膳宛持参致セバ其はしニて其ぜんニごはんを取置其時ごはんの御禮申也　又名

頭人足弐人ツゝ連申也人足衆へも御膳を居申也めし後ニ酒をまわし申也

　　　　右皆々座中之御膳を取引下ケル也

一、夫ヨリ入座御座候而十座江祝詞御幣戴ク次第

　　　左横座助宗より戴キはじめ右横座江戴くなり夫より次第々々なり

一、入座御神楽　　　　御座候也

　　　次に　

一、助宗　本郷　次に左右次第々々相濟候上　惣氏子中御神楽御座候

　　　次に御幸行烈
ﾏ ﾏ
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一、御輿并神主御友　但輿守ハ當組

　　　次に

一、祝詞御幣　　　助宗并本郷

　　　次に

一、御當祝詞御幣弐本之内當年當ハ御輿より跡ニ付なり　

　　　次に

一、御神膳三ぜん　鏡名　高下名　峠名

　　并御宝物持三人座之内より其外御神具當組より持なり

　　　次に

一、通り物品々年々ニより出来申候　　

　　　次に

一、獅子　先拂　大皷

　　　右御幸行相濟候而

　　　帰宮神御座候後之烈

一、年當御神楽相濟来年當渡シ

　　　　次に

一、十座より御酒差上ヶ申也

　　　其時神主皷腰を懸ヶ玉ふなり其時十座ヨリ小うたい一ツツゝうたい可申也

　　　次に

一、給仕人弐人ぜんに盃五ツツゝ居へ神主の御酒其盃へ請ヶ横座へ居へ横座より座中へくばる

　　也

一、六盃めにハ直しさかつき也

一、七盃めにハ御すい　　但此時餅を盛ルなり

　　　次に

一、幟櫃幟さおを来年當へ相渡ス定メ二而御座候也

一、當屋二而　　　　　御七五三上ヶ之事

一、内神江　　　　　　　俗人一切不可入事

一、鳥井ヨリ上江　　　肴之類一切不可入事

一、餅米弐斗　　　　　内弐升小豆　

一、米三斗　　　　　　酒米内壱斗糀代

一、米壱斗弐升　　　　京の御めし米

一、紙三丈　　　内三折壱丈中折壱丈同壱丈當屋遣紙

一、弐本　　　　　　　酒びしゃく

一、弐ツ　　　　　　　ゆず　但汁びしゃく

一、壱ツ　　　　　　　酒こしざうき

一、味噌鹽あかし松　　買物

一、米弐斗　　　　　　神田地利米
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一、同五斗　　　　　　村割ニ可入

　　〆七斗也

　　其外餘分之入用御座候時ハ當や組ニ而割符可致ス者也　　

一、當屋組白米壱升宛持寄也

　　　　　但薪木壱可ツゝざうじ物持寄也

一、高弐斗　　　宮定引　　享保十六年ニ御神様より寄符

一、例年九月廿四日　十二社権現様御祭り日也

　　　　　但宮中庭さうじ宮の馬場さうじの儀ハ當屋組ハ不及申惣氏子中より可致ス儀定也

一、八七五三引申事ハ當也組より可致儀定也

　　　　　同七五三をろし申事も當組よりばんニ下ロシ申也

一、御祭り當日ニハ當屋組ハ朝之五ツの上刻ニ宮へ出候而着座之者挨拶可申事　座着

之者ハ同五ツ之中刻より下刻迄ニ可出事夫より四ツ迄ニ儀式沙法相勤九ツニハ御幸行可仕

事ニ候定メ

右之通り前々より祭り仕来之次第定メ書　古帳を改新に仕十座得心之上ニ而相定申事相違無御

座候後々年ニ至ル迄此通り相用申候者也

　　　　　寛政四年

　　　　　　子ノ九月吉日　　

　　　

　　　十座名頭連印

　　　　　助宗名　　　　上　代　甚右衛門（黒印）

　　　　　鏡　名　　　　中　前　勘　　六（黒印）

　　　　　峠　名　　　　上たわ　文右衛門（黒印）

　　　　　梅田名　　　　大　前　善三郎　（黒印）

　　　　　次郎代名　　　同　　　同　　人（黒印）

　　　　　本郷名　　　　前山根　與右衛門（黒印）

　　　　　高下名　　　　　　　　平　　八（黒印）

　　　　　吉野名　　　　土　井　太郎右衛門（黒印）

　　　　　仲　名　　　　下高代　次郎左衛門（黒印）

　　　　　賀千部名　　　空　ノ　吉　兵　衛（黒印）

　　　　　　　　　　　　　神主　石垣和泉（黒印）

右の面々連印仕置候上ハ後々年ニ至ル迄相違無御座候　以上

　　　　　寛政四年

　　　　　　子ノ九月吉日

右之通り小前取調仕候處先年より仕来之儀式少茂相違無御座候付銘々奥書仕候以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高瀬村組頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文右衛門（黒印）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　同
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　　　　　寛政四年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市郎右衛門（黒印）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　子ノ九月吉日　　　　　　　　　　　　　　　　同　　同　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彌　兵　衛（黒印）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜桂　聖所蔵＞



293

This article studies the transformation and reorganization of miya-za in Takase, Shingocho in Okayama 

Prefecture （current Takase, Niimi City） known as the Niiminosho area from a folkloric viewpoint.

In the Chugoku region including Okayama Prefecture, the organization for religious services based on a 

unit of “myo” that was allegedly started in the Middle Ages is developed, and its vestige is seen even in today's 

religious services in the region.

In Himuro Shrine and Kameo Shrine in Takase, the name “myo” is used in an organization for religious 

services called “miya-za” even today, and “myo” is the condition of showing the right for religious services. 

Among ujiko （shrine parishioners）, the role of “myoto” who is a member of miya-za and the role of “yoriko” who 

is not a member of miya-za are clearly-differentiated, and the qualification and the status of “myoto” are succeeded 

by holding “myo.” “Myo” was also a means of showing off social status in a local community. Therefore, the 

number of “myo” was limited to six in Himuro Shrine, and ten in Kameo Shrine, and the qualification of “to-ya” 

and the right to conduct religious services were given only to each house that succeeded myo.

Himuro Shrine served as a village shrine and gathered cults from every place in Takase. However, after the 

war, villages except for the villages of Nakamura and Chokyu resigned ujiko. Because of this, myoto who attended 

from villages other than those two villages also resigned. Being affected by this situation, miya-za of Himuro 

Shrine was reorganized with some of the six “myo” succeeded by those two villages as “myo” held by a village. 

Kameo Shrine with ten “myo” also went through a similar process, and its miya-za is currently organized by three 

villages. However, “myo” given up by other villages except one have been succeeded by individuals.

However, such system was followed by depopulation and the aging society, and whether miya-za should be 

maintained or eliminated was discussed. As a result of the discussion, in case of Himuro Shrine, it was agreed 

that “myo” held by individuals （houses） be abolished in the near future, and each three out of six “myo” be 

distributed to each village of Chokyu and Nakamura for alternate services of to-ya. Because of this reorganization, 

the elimination of miya-za was avoided. However, together with the future transformation of local communities, 

the structure of religious services based on “myo” may become fragile, distorted, and transformed.

Key words: Miya-za, myo, myoto, yoriko, to-ya
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